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韓
国
貿
易
委
員
会
に
お
け
る

知
的
熟
産
権
の
穏
や
一
日
物
品
の
水
路
規
制

水
際
規
制
の
範
同
お
よ
び
特
許
庁
と
法
院
の
判
断
と
の
関
係
を
中
心
に

（ 

） 

出

官

賢

第
一
手
は
じ
め
し

日
掲
げ
γ
十
円
叶
（
れ
伏
陀
規
制
mu
古川山丘子げれハローかげ
J

組
問

帯

節

序

諭

第
一
日
制
問
叶
F
A

の
私
必
把
握
Y
U河川

ト
ポ
臨

4
m町
民
同
の
一
刈
ぃ
ム
下
手
v

帆
お
よ
び
智
正
広
括
2

革
問
節
点
配
況
制
の
札
一
凶

～
市
川
中
日
出
小
析
（
以
、
本
勺
）

詰
↓
一
半
知
的
財
産
怪
仰
山
ド
究
明
川
に
間
」

i
o
r［
（
一
の
斗
断

帝

節

昨

論

第
一
日
出
特
叶
t
j
ん
民
主
法
犯
の
判
断
ま
た
は
ふ
れ
ら
の
段
珂
℃
の
手
枕
内
主
’
r
が
な
い
場
〈
戸

第

郡

川

崎

許
d

や
山
首
古
仏
民
の
判
断
ま
た
は
そ
九
ら
の
市
川
出
、
で
の
J
L
J

校
日
系
れ
が
あ
る
滋
ん
門

清
間
前
リ
千
戸
J
w
h小

清
川
半
わ
ず
ぴ
に
か
、
ん
と

取人法羊JG2 (J : cJ) I :m '2U t:l. 1〕



,,ii 

第
一
辛

キJ
か

γ
J
Aリ
干
」

：1
3
1
k
 

で戸、、
問

第

If 
論

m; 
ム

fu、
将
J
山
の
H

ノ
ロ
パ
凡
化
に
よ
り
、
同
門
限
取
引
が
）
間
的
ず
に
活
発
に
な
る
と
と
も
仁
、
企
業
山
の
競
争
も
激
化
内
法
に
あ
る
。

そ
の
小
で
、
万
一
的
対
日
，
川
市
の
浅
山
物

mp
い
対
す
る
本
医
焔
抗
は
以
ト
の
問
題
の
防
リ
ド
核
的
て
草
川
女
な
役
11
を
果
た
し
て
い
る
。

札
日
刊
ト
お
け
る
で
海
や
替
一
正
一
的
利
益
的
喪
失
、

メ
ー
ネ
の
崩
妓
生
寸
常
茶
の
医
院
川
競
争
川
の
低
下

T
h際
貿
易
の
主
尚
を
も
た
、
い

J

し
、
れ
背
1
4
h
た
る
人
々
の
牛
ん
叩
や
笹
山
の
1
4
久
ヘ
ヱ
を
脅
か

J
q
涼
刻
な
問
山
と
な
ら
て
い
る
…
川
え
て
、

知
的
別
葎
維
の
浸
古
物
誌
の

E
際
的
な
比
品
は
何
い
山
川
だ
け
で
は
な
く
、

Y
一フ／

f
r

知
的
財
豆
片
仙
の
侵
害
部
品
は
＋
向
山
田
ハ
巨
で
製
造
さ
れ
る
旧
叫
ん
が
多
ど
＼

L
か
も
こ
れ
ら
の
同

の
内
部
で
は
知
的
財
必
枠
の
執
行
（
ユ
ン

y
j
i
ス
メ
ン
1

）
は
必
ず
し
も
十
一
句
マ
な
い

;;;: 
年

知
的
財
主
権
の
侵
害
均
門
川
の
川
際
的
な
出
通
を
防
ぐ
た
め
に
阿
際
的
な
取
組
み
カ
入
ハ
r
さ
れ
一
、
い
る
が
、

国
際
的
L
ン
ブ
ォ
ー

ス
メ
ン
ト
を
可
認
と
す
る
台
立
が
た
さ
れ
J

い
な
い
現
状
に
お
い
て
は

依
然
と
？
ノ
て

件
刊
の
ぷ
際
規
制
は
知
的
財
立
作
権
的
恒

Z
物

川
を
悶
外
＼
流
宿
さ
せ
な
い
方
法
こ

L
て、

あ
る
い
は
、
阿
川
の
市
場
へ
流
入
さ
れ
ず
一
な
い
ん

d

法
〆

L
t
尚
切
な
一
T
段
こ
な
っ
て
い
る
、

の
寸
際
的
な
枠
緋
y
門
仁
つ
い
て
は
、
叶
H
N
弓
∞
潟
疋
（
ン
ね
司

2
2
E
2〕
叶
5
7
F
L
m
A
A
K
L

A
H
2
M
A
Z
Oハヌ】包｝

H
J
C℃

2
2
同
校
三
、
知
的
所
I
R濯
の
貿
易
胡
辿
の
似
凶
に
渇
す
る
協
’
疋
）
第
白
条
以

τ一い
Z
J
Hが
主
l
す
べ
き
併
は
業
準
が
定
め
ら

一4

れ
て
い
ふ
。
し
か
し
、
そ
力
巡
市
は
斗
九
日
盟
問
の

U
l拘
な
判
析
に
た
ね
ら
れ
て
い
ゐ
た
め
、
加
盟
川
の
水
際
脱
却
の
十
分
析
が
法
学
上

あ
る
い
は
実
務
量
交
な
も
の
、
ー
と
な
っ
て
い
る
υ

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
知
的
目
別
立
作
権
の
反
古
防
ふ
の
水
夜
間
呪
制
に
却
す
る
比
較
研
究
を
ね
う
た
め
ぺ
特
刊
の
水
際
規
制
の
小
か
品
川
、

主
的
財
だ
怪
の
侵
害
牧
併
に
民
オ
ム
え
い
匡
の
貿
易
安
H
一
会
（
同
〆
己
店
、

P
E
m
円
。
日
E
2
5
M
M
日C
C
の
水
際
問
引
を
分
付
す
る

4
と

ir!:Uにぷ学｝位 l日！問1 1:1,:s 〆.ZilI '.I. 弓｜



乙
↑
9
ブ
hv

第

分
析
の
怠
義
お
よ
び
順
序

m; 
同
吋
ハ

J

の
た
小
際
規
刊
を
取

h
i
げ
る
川
内
山
は
、

円
本
い
お
い
て
、
幹
出
に
の
知
均
み
広
権
の
権
利
行
慌
の
際
、
同
叶
（

A

の
本
山
μ
w恥叶川

昨i''I貿易1}'.Cf弘、おけゐ知的財産梓ω促害物，t，のノに際規，＂］ :. 

の
活
川
が
じ
本
企
止
の
缶
約
対
立
作
戦
陥
、
ピ
、
〆

f
ス
の
間
間
際
的
優
位
主
を
時
弘
不
す
る
」
で
重
リ
ケ
で
あ
る
と
の
指
抗
が
な
さ
れ
て
い
た

以
沢
一
に
へ
ゐ
ま
で
、
内
向
m
A

の
水
際
規
制
の
別
皮
径
一
刷
に
河
す
る
会
副
文
が
骨
量
干
一
一
以
い
こ
と
、
一
一
l
T
H
A
』J
R
A

の
水
路

、
も
伝
わ

規
枇
の
問
問
直
決
相
仰
の
改
正
口
よ
弘
前
財
産
権
の
urAJ5
の
判
断
に
刑
問
J
q
ゐ
女
僚
の
市
役
透
明
が
窺
え
る
重
山
な
事
来
が
グ
グ
く
見
レ
れ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
分
析
－

nvヘ
パ
が
ム
マ
絞
日
本
の
本
bJ規
制
の
あ
円
2
一
川
を
模
索
す
る
た
め
の
肝
ぷ
約
切
実
法
的
技
ボ
に
右
読
戸
、

J

め
る
か
ら
で
あ

ω 

加
え
て
、
本
山
川
で
の
知
的
財
茎
作
の
川
町
議
に
閉
山
す
る
同
門
〔
の
本
位
規
制
の
戦
時
的
活
用
を
拘
引
え
す
る
こ
と
で
、
幹
一
円
に
お
い
て

ま
と
は
緯
川
か
れ
の
輸
出
「
人
に
上
り
、

知
的
財
蛍
株
の
侵
害
の
依
存
会
一
三
、
は
ワ
ト
4

企
業
に
有
効
な
ι
土
詩
的
対
阪
を
t
r
J
2

ん
る
こ
と
が
期
吋
で

〉
ユ
コ
ヲ
叫
w
q

い
日
ヒ
よ
り
右
砲
で
は
、
目
』
（
リ
の

K
際
情
司
削
を
山
川
リ
上
げ
る

見
r

体
的
に
は
日

f
の
均
W
げ
で
分
析
す
る
こ
ま
ず
、
知
町
民
訂
作
の

佼
日
土
門
的
1m
の
九
一
際
税
制
に
山
川
J
q
る市内］叶（べ町一

十
ペ
マ
際
税
制
引
の
嗣

j

合
一
子
続
、
そ
し
と
パ
J

際
山
町
切
の
抗
出
キ
山
川
ら
か
に
J
q
るバ

、
に
、
同
叶
内
が
い
か
な
る
転
判
で
本
際
苅
判
を
行
一

J

一
、
い
る
の
か
に
つ
き
、
川
町
設
の
対
象
と
さ
れ
る
k

は
列
、
立
に
「
保
護
対
象
権

や
山
丸
刈
叶
の
け
刈
象
？
と
さ
れ
る
行
為
（
以
、

1
w
刊
判
対
象
行
一
一
と
い
う
）
を
中
心
じ
り
ら
；
か
に
1
3
る

ぺ第

仁
、
知
的
対
岸
需
の
浸
古
に
間
一
一
：
羽
目
、
「
戸
、
の

二
ニ
ー
は
、
れ
匂
古
の
判
断
に
係
わ
る
権
利
い
円
引
当
の
解
釈
、

4
h日ヌ古

十
料
利
ETJ切
の
抗
ム
ノ
斗
J

が
苧
白
川
と
な
り

そ
れ
ら
の
争
点
干
一
刈
す
る
符
計
リ
や
法
悦
の
判
断
が
あ
る
場
台

そ
れ
ら
の
刊
広
が
問
、
』
円

の
判
断
ー
と
し
ー
の
よ
っ
な
関
係
一
あ
る
か
を
巾

U
に
検
討
す
る
（
第
二
三
c

井
章
の
ま
と
め
に
か
い
て
心
、
名
H
干
の
分
析
に
対
応
す
る い

〕

取人法羊JG2 (,:c7) t:l1D '2Ul:L 1〕
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R
ム
ー
の
本
際
済
制
と
一
ハ
一
w
L
H
K
を寸法
1
1
y
h（
け
の

K
際
規
制
の
特
伎
を
明
ら
か

r
1る

r

長
後
に
、
問
、
［
（
の
水
際
規
制
の
諸
表
荷
山
内
一

で
ま
た
、
峠
』
の
ぷ
際
で
の
知
的
対
芹
悔
の
保
護
に
つ
き
同
］
門
（
の
戦
略
的
活
時
を
提
茶
〕
ぶ
一
仙
の

ー〆？する

へ
努
川
一
背
中
）
～

で戸、、
問

木
一
析
の
分
李
で
は
、
詞
査
の
対
仏
米
と
さ
れ
才
物
市
守
山
内
J

、
「
調
査
対
主
物
品
／
一
い
う
〉
）
い
ん
本
際
税
同
の
対
点
d

で
あ
る
か
1
3
か
に
間

す
る
同
斗
円
の
最
終
判
却
を
「
判
定
こ
町
ぷ

U

な
お
、
以
ヘ
の
分
析
マ
は
月
比
宝
口

の
概
念
に
つ
い
て
押
立
す
る
必
支
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
目
、
］

J

円
の
水
mm規
制
ご
は
、
べ
問
漂
排

以
札
の
知
的
財
陸
作
の
侵
害
物
与
の
輸
出
行
為
等
J

太
仏
U

川
℃
の
心
一
い
を
仙
川
ぬ
と
し
な
い
行
為
も
ぷ
ぷ
規
引
の
対
象
と
去
れ
て
い
る
ο

本

問
問
で
は
使
泊
、
そ
れ
ら
の
り
ぬ
な
台
め
た
ほ
ん
品
と
し
て
、

浸
害
」
と
い
う
刑
t
y
r一
組
い
る

三喜

単一

目
、
同
（
い
の
水
際
規
制
の
調
査

f
絞
お
よ
び
範
凶

第

附

叩

I;-, 
諭

r～
ド
キ
早
の

一
輪
山
i

お
よ
び
ー
愉
へ

の
行
為J

L干

輪
日
人
汁

に
人
る
苅
に
、
峰
神
間
的
知
的
財
佳
怯
の
侵
害
物
品
の

U
下

お
」
と
い
う

J

）
に
れ
す
る
規
制
の
全
体
川
慨
を
明
ら
か
に
す
る
韓
国
で
は
、
知
的
防
時
一
維
の
侵
害
物
川
の
輸
出
入
行
為
の
茅

Hrv係

わ
る
機
関
と
三
＼
副
首
オ
の
バ
、
決
（
リ
ト
ふ
（
ハ
マ
「
試
汁
所
一

じ
一
認
さ
す
る

一小川
U

同
叶
内
が
あ
る
｛
こ
れ
ら
の
批
判
別
の
う
ち
、

知
山
刊
リ
九
時
壊
の
綬
古
物
け
ー
の
輸
出
人
行
為
の
長
止
に
係
わ
る
作
い
咲
の
判
的
忠
運
用
は
戸
本
の
対
円
所
の
そ
れ
に
類
似
〕
、
い
る
コ
た
パ
、

宿
探
刊
は
Jγ
一
会
〈
梓
川
川
の
ケ
島
知
持
対
山
山
怪
比
い
で
は

の
州
が
市
民
吉
行
品
と
焼
J

止
さ
れ
乞
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
権
刈
を
侵
害

γ

る
物
「
川
の

輸
山
を
乏
し
川
町
る

E
う
、
法
虻
に
求
め
る
こ
し
rふ
ん
で
き
な
い
。

方
じ
本
て
は
同
町
7
法
だ
け
で
は
な
／
＼
抽
出
の
耳

山
刻
産
訟
に
お
い
て
も
輸
出
入
行
品
が
反
古
ノ
什
為
と
閣
で
え
れ
て
い
る

円
ボ
の
勾
許
法
第
条
第
一
泊

J

）。

J
J
b

わ～、

れ
の
法
ね
に
よ
る
司
法
相
萱
ー
と
は
別
に
、

斡
h
F
の

知
的
制
則
夫
慢
の
い
バ
己
牧
併
の
輸
出
人
一
行
為
に
い
刈
ヲ
る
行
政
州
諸

r
一
し
亡
、

ir!:Uにぷ学｝位 l日！日l I '.leυ 〆.Zill'.l.: .I 



日
勺
ー
関
と
｝
亡
ベ
リ
の
九
一
際
規
制
が
あ
る
、

ロリ
γ

れ
で
は
、

唾
到
の
不
際
切
札
制
の
制
官
J
h
l川
ど
は
異
九
ふ
り
、
引
関
に

万
九
に
さ
れ
た
ぷ
際
規
制

が
｛
れ
わ
れ
v

て
い
る
c

性
ヨ
の
税
問
問
の
ぷ
際
税
制
一

ω川
一
広
三
混
同
は

U
Tん
の
税
同
に
類
似
仁
て
い
る
が

封
、
門
（
の
式
除
税
引
は
け
ぷ
に
対

応
ず
る
も
の
が
な
い
川
出
ん
で
あ
る
。

し
か
し
、

か
つ
て
は
円
本
に
お
い
て
も
、

h
L
4
 

J
ノj

し

本
際
競
川
什
の
改
1
門
の
た
め
、

日
本
の
税
調
レ
一
は
引
に
、

の
創
設
が
検
討
さ
れ

γ
い

叩
対
J

げ
問
内
向
策
の

は
ロ
い
木
の
川
州
問
帽
子
判
円
台
匂
さ
れ
た
泣
す
檎
判

ヘ
あ
る
い
は
批
す
行
政
昔
日
円
余
）

そ
こ
で
は
、
独
止
伐
閣
の

昨i''I貿易1}'.Cf弘、おけゐ知的財産梓ω促害物，t，のノに際規，＂］ :. 

同
と

l
て
町
内
、
凶
円
が
い
梢
介
さ
れ
て
い
た
が
、

独
立
機
河
の
創
設
に
か
か
る
コ
ス
＼
ふ
ん
向
い
こ
と
、

制
叫
す
川
市
阿
川
は
じ
本
の
法
伝
一
点
引
に
糾
染

行
政
の
人
リ
ム
化
の
流
れ
に
以
ず
る
こ
と
、

同
青
千
続
が
叩
…
縫

J

じ
帯
封
町
山
叫
が
一
（
い
た
め
水
深
規
日
航
の
U
U
速
川
け
が
古

み
に
く
い
こ
レ
L

、片
十
の
反
対
諮
が
強
か
っ
た
た
め

去
、
れ
る
こ
と

仙
台
i

機
関
の
部
誌
に
は
十
一
一
［
、
つ
な
か
っ
た

ん
、
韓
同
で
は
、
土
〉
、
円
一
・

3
4，
字
体
制
の
下
、
、
店
街
政
策
川
内
孟
茶
の
保
誌
の
た
め
資
易
及
済
業
務
そ
行
事
3

機
限
の
、
仏
平
氏
性

L
h
I
J

っ
、
芦
「
（

A

が
創
設
さ
れ
た

J

声、「
A

い
は
、
収
治
的
に
小
立
の
立
場
h
f
A
Y
J
R内
説
的
な
剥
制
を
行
よ
ノ
機
能
を
有
、
ま
た
、
そ
の
撚
能

日
、
救
済
と
は
同
行
ハ
ム
な
る
経
涜
情
相
切
に
応
、

f
／
柔
軟
な
削
麦
設
計
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
ぐ
い
る

U

一昨一「

か
遂
行
す
る
た
め

の
貿
易
り
弘
済
尖
務
の
一
以
ζ
1
〕
て
、
知
的
財
副
作
の
侵
半
「
物
品
の
九
一
際
規
制
が
一
つ
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
不
際
児
制
で
は
、

主
力
－

4
1
L
J
 

外
観
か
ら
伝
」
】
を
判
断
す
る
こ
〆

w

J

、

で
J
グ

hF

し
か
っ
長
期
の
否
問
明
司
ヤ
司
昨
ん
の
筏
術
的
判
断
が
安
否
ぐ
れ
る
特
許
権
ζ

い
勺
た

知
山
刊
リ
九
時
壊
の
綬
古
物
叫
が
脱
税
の
川
刈
象
と
さ
れ
て
い
ぬ

円山

門
機
刻
で
は
な
い
と
揺
さ
れ
、
そ
の
本
際
規
汁
ご
は
、

そ
の
一
氏
山
、
郎
幹
川
川
げ
の
税
珂
は
知
的
」
尺
度
濯
の
↑
侵
害
の
や
dkを
げ
析
す
る
専

A

見
し
と
伝
し
%
が
明
ら
か
で
あ
る
問
問
松
権
や
著
作
昨
ゅ
の
侵
害
物
y

有
力
み
が
水
際

版
引
の
対
象
と
さ
れ

F

、
い
る

会常）

次
節
以
下
で
は
、
民
同
門
の
点
叱
刊
現
討
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
の
ま
ず
、
知
的
対
産
一
作
の
侵
古
物
品
の
水
路
規
制
け
い
渇
す
る

日
山
口
い
の
職
務
作
限
を
沖
叫
ん
叫
す
る

日
即
）
そ
の
後
、
］
ゆ
入
門
の
水
深
畑
氏
市
に
問
、
す
る
川
同
法
法
唄
ノ
の
r
I
A！
の
改

d
を
桁
八
イ
・
分
析
し
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r

、
ん
水
際
規
制
的
調
査
子
誌
の
ム
体
後
会
一
概
剖
附
し
た
後
（
第

句打〆

い
F
円
れ
＼

規
制
す
ず
宗
行
為
や
保
設
必
ず
象
権
利
会
ム
心
に
水
際
規
制
の
戦
開
を

明
ら
か
じ
す
る

（バパ仙沼山河
c
u
h品川

yL

ぷ
寺
を
ま
と
め
る

ド
対
心
す
る

H
f
A
の
九
一
際
指
剥
1

こ
の
川
山
較
を
f

ゴー

と
／九

で戸、、
問

開

易
流
通
サ
ー
ビ
ス
の
輸
入
パ
守
の
打
為
が
増
、
さ
G
こ
と
い
よ
り
以
内
在
「
業
が
被
告
4
1
J
Aて
け
ゐ
か
、
ま
た
は
＋
で
の
お
そ
れ
が
あ
る
坊
ん
に
、
寸

引

一

学

そ
れ
ら
の
行
為
を
説
査
ー
し
た

ι拍
旦
置
い

fJI一
ヒ

ス

と

い

う

貿

易

汝

塁

走

を

行

う

羊

司

法

機

問

で

あ

合

、

比

4
 

m凶
仇

,,, 
ilil. 
'・ 

第

円
、
円
円
の
職
務
権
限

節
内向
mA
と
は
、
外
村
物
品
の
ゲ
ペ
ピ
ノ
グ
崎
人
、
外
冨
政
府
か
ら
柿
助
金
内
支
給
を
r，
又
げ
た
物
品
の
輸
入
、
マ
吋
古
物
μ
山
お

J

U
貿

知
的
財
孟
権
の
校
百
？
舟
門
川
の
輪
山
人
行
ぬ
は
、

不
公
正
貿
易
行
為
必
丘
お
よ
ヴ
耳
業
被
宍
ぷ
人
川
法
に
院
す
る
！
凶
律

業
地
肌
主
流
流
出
」
と

V
つj
一
に
ほ
疋
さ
れ
た
不
公
ぃ
託
易
行
為
」
に
該
当
、
本
ぷ
川
品
川
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
一

ν

そ
の
不
公

日
山
山
川
一
地
た
い
の
ず
九
一
一
持
ム
庁
防
反
れ
為
や
輸
白
人
投
打
げ
の
出
エ
’
円
為
も
き
ま

brて
い
る
が
、

際
規
制
の
υ

分
以
ヒ
は
知
的
出
馬
昨
憶
の
μ
は
こ
物
仙
の
輸
出
入
汚
為
に
係
わ
る
事
主
で
あ
る

不
公
正
交
易
行
為
f
h
y
叫
す
る
水

J
見
易
行
為
に
は
、

'11 ィ、
ンュミ
ス 11・.

iゴ
ム辺
事訂
作ち為

万殺

す

）角、

ミ
止
、

,, 

C) 

cJi. 
i判
な
~ 

c' 

て γj

い定
{' 17に

係
オコ
ヴ

心

開

→ ケウ

（
茨
非
｝

に
つ
共
＼
同
）
門
〔
の
皐
占
菜
て
」
ぬ
る

「2山
内
限

〈
恥
い
げ
ん
全
）
が
誌
か
一
M
U

バ

九

て

り

山

川

1

、F
I
、

よ

〈

L
I
f
－－

ド
百
1

＼
ワ

E

エロ
l
ノ
じ

を
欠
い
」
い
る
た
め
、
川
崎
大
川
対
決
’
物
品
の
峨
出
行
為
は
式
公
J
H
山山h
H
M
J
一
七
為
に
ぷ
当
し
な
い
と
の
訪
中
前
八
の
張
に
付

L
、
同
叶
内
が
、

特
許
権
の
え
止
中
ゾ
バ
刊
の
日
係
が
小
八
式
市
貿
易
行
為
の
診
非
の

の
、
出
誌
と
な
る
か
ど
う
か
の
検
討
に
お
い
て

述
べ
た
も
の
で
あ
る
川

t
F
hぷ
わ
七
、
イ
件
に
お
い
て
、
一
戸
内
ロ
ソ
は
、
独
f

げ
的
か
っ
専
門
的
な
行
政
委
員
会
と
し
て
常
吋
法
的
枠
内
肌
を
有
す
る
に
ロ
凶
作
い
の
ヂ

公
正
貿
易
行
為
い
刻
す
る
判

J

ん
は
叫
汁
い
長
十
九
円
の
刈
誌
と
な
る
た
め
、
そ
の
地
法
什
は
行
殴
訴
訟
を
通
じ
、
小
山
院

γ
お
い
て
最
終
判
断
さ

川両ムヰ



れ
る
が
（
産
尖
続
豆
救
済
ム
古
川

凶
条
窮

近
）
、
そ
の
判
－
に
は
し
弘
い
範
阿
の
裁
宝
や
不
い
す
る
政
滅
的
か
っ
守
門
的
な
判
断
で
あ
y
Q

一

と
給
品
づ
け
人
J

う
点
、
そ
の
説
明
と
ユ
＼

「
貿
易
委
口
会
の
水
際
北
山
川
の
関
連
立
反
に
は
、
人
I
K
H貿
易
ノ
七
九
に
い
到
す
る
救
済
桔

甲
刊
の
胃
u
門
性
、
公
↓
H

性
お
よ
び
実
効
性
を
呼
保

L
、
品
仙
沼
手
絞
の
札
一
来
二
透
明
川
れ
や
品
め
る
内
容
が
山
間
一
り
込
ま
れ
て
い
る
一

こい
Y

｝、

貿
易
一
人
J

門
門
会
は
ス
公
日
貿
易
行
為
に
社
す
る
諸
査
・
判
定
お
よ
び
持
定
品
川
垣
内
決
定
業
務
ヱ
J
ん
ゼ
遂
行
す
る
た
め
い
、
実
質
的
な
詩
査

J

十
肢
を
点
じ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
へ
1

恥
権
訓
抱
収
集
引
賢
一
、
ゎ
「
貿
易
£
員
会
の
構
成
じ
お
い
て
、
専
門
洋
お

t
び八吋
AHA－

昨i''I貿易1}'.Cf弘、おけゐ知的財産梓ω促害物，t，のノに際規，＂］ :. 

を
強
化
す
る
た
め
、
貿
易
委
員
会
の
よ
五
日
比
わ
委
員
は
ー
ん
の
資
格
長
作
を
満
た
す
者
の
小
か
CJ
、
知
識
経
治
問
問
一
三
日
の
提
案
に
よ
り

大
統
領
が
任
命
す
る
か
ま
た
ほ
を
嘱

L
て
い
る
f

同
法
第
九
れ
た
こ
p

」台、

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
「

そ
こ
で
は
、
記
の
各
事
項
に
つ
き
は

F
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
r

ま↓夕、

ニーノ
3

戸、

t
、

J
1
J
i
J
w
v
l
j
h
 

一
貿
易
委
員
会
は
不
公

ノー、！し↑ー、、

コ
汀
広
行
為
え
一
行
う
右
い
一
涜
制
対
象
行
為
の
中
止
斗
J

の
L
2
1
1
命
令
中
課
徴
会
の
航
殺
を
命
じ
る
こ
と

i
で
き
（
げ
弘
治
、
J
条
お
よ
小
J

同
い
は
第

介
入
）
、
調
合
中
で
あ
う
て
も
、

ト八
F
P
J

ャ
貿
易
行
為
仁
よ
る
い
円
慢
、
ν
か
た

u
被
古
を
予
防
す
る
た
め
斬
円
だ
仙
正
一
を
捻
行
す
る

」
と
が
で
き

「

U
H
辺
諸

i
条
）
、
旦
一
円
古
川
置
の
へ
児
下
の
あ
し
へ
そ
の
H
U

に
命
令
の
い
刊
行
の
瑞
保
の
た
め
の
照
行
強
制
λ

牲
を
拭
吉
川
す
る
J
h

同
法
第

々
ん
に
八
一
似
品
ご

た
ヨ
命
令
主
F
は

の
賦
ぷ
に
づ
必
ず
j
乙
単
一
…
山

υ
を
ポ
又
山
ん
し
法
州
、
ず
る
ミ
と
も
で
会
。
。

一
円
法
務

境
h

で
か
ぴ
第

一
泊
条
泌

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

次

に
つ
い
ご
は
、

1
y
u
u付
委
員
会
は
品
J

命日
j
続
の
な
か
、
丹
下
号
、
向
付
守
閣
係
人
お
仁
び
多
瓦
人
の
市
川
ま
と
は

E
u～
犯
氏
、

の
桁
疋
お
よ
び
委
眠
、
羽
f

は
小
火
打
攻
隊
司
、
専
門
凶
川
山
A
Y
J】
機
河
、
事
叩
記
者

H
外
お
よ
び
L

？
円
五
へ
の
告
民
間
ひ
収
、
誠
一
河
主
人
J

は

前
査
依
頼
、
当
半
者
に
読
査
に
必
要
な
資
料
ま
ん
は
物
品
の
捻
出
命
令
、
関
係
行
問
機
閣
の
長
に
£
リ
ム
な
資
料
の
提
出
の
い
士
山
一
ヱ
？
を
ノ
イ

い
、
貿
易
長
門
間
余
の
舟
属
公
務

U
は
当
山
中
首
わ
利
uvu
湾
係
人
の
ド
業
引
寺
に
？
げ
ち
入
り
、
一
脈
ι

戸
、
吉
山
政
行
上
び
物
u
r
の
倹
缶
ま
た
は
質

疑
を
灯
、
っ
こ
J
が
で
き
る
（
門
広
＝
！
ハ
条
こ
と
述
、
九
ら
れ
て
い
る
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3
に
闘
す
る
斗
口
組
な
説
明
は
は
泣
べ
ら
れ
て
い
な
い
が

間
｛
〔
，
の
小
ム
ベ
ジ
の
資
料
や
参
考
に
蚊
仇
す
る
こ

同
｝
｛
i

（
り
元
弘
百
円

は
、
韓
ヨ
の

ク
ご
引
構
成
長
買
の

法
律
お
7
ふ

の
分
昨
て
の
完
結
キ
有
す
る
芸
品
J

汀
〈
印
さ
れ
る
｝
と
に
な
っ
て

で戸、、
問

中
に
は
、
川
的
日
以
パ
一
並
弘
明
の
侵
害
門
川
附
に
係
わ
る
委
員
う
ど

υ
て
、
韓
川
崎
J

の
悼
む
司
法
院
（
円
本
の
「

iW一的
F

問
屋
市
挙
掛
川
所
一

p

対
引
J

す

る
が
、
管
刈
取
れ
訴
訟
の
み
を
専
問
符
特
と
し
、
民
事
控
訴
ギ
ナ
は
恥
り
扱
つ
二
い
な
い
）

〉

l
！？

J

、1
ー
さ
一
一
丁
｜
＼
之
、
）
、
：

グ
ヱ
汁
J

ベ
亡
担
問
、

4
1
7リ

w
p
d
7
3
U

ム
ム
阜
、
引
川
崎
士
等
が
含
ま
れ
て
い
る
ハ
問
、
［
J
F
A

て
は
、
十
肘
の
を
叫
に
よ
川
、
知
的
吋
梓
濯
の
信
吉
の
判
断
に
係
わ
る
権
利
純
呂
の
解
沢
、

非
侵
害
十
格
引
E
…
拐
の
試
ム
l
p守
の
争
占
が
、
民
事
訴
訟
予
付
で
は
な
い
別
臼
独
立
し
た
／
什
政

T
統
↑
よ
り
、
平
均
約
六
ん
月
と
い
今
月

間
で
審
刷
門
戸
れ

不
公
正
貿
易
行
為
の
該
お
の
判
定
が
な
戸
れ
て
い
る
〈
こ
の
こ
と
は
、

1
2
H法
杭
に
の
零
理
が
約

＼

J
J
H
H
4
3
 

～
う
一
て

T
1
2

ノ

1
f，
i
l

ヰ
一
断
定
す
る
こ
レ
J

に
比
し
、
松
め
て
初
期
山
で
川
ノ
的
財
産
比
仙
の
侵
害
を
判
γ
臥
し
て
い
る
こ
と
レ
な
Z

ヲ
十
れ
ら
の
械
的
問
権
限
以
外
に
、

小仏
λ
y

よ
河
出
、
易
行
為
の
y

九
作
の
川
刊
i

た
に
係
ね
る
究
、
円
円
の
職
務
枠
限
的
札
制
依
；

1
て
は
、

R
K
山
情
凶
阜
の

命
令
の
判
断
に
お
い
て
侵
害
行
為
に
対
オ
る
故
習
の
有
量
や
侵
害
均
品
の
取
引
註
等
が
考
服
さ
れ
七
い

お
よ
び
、
不
公
貿
易

行
為
f
h
対
寸
る
足
「
措
置
の
対
象
の
範
闘
に
侵
主
物
品
の
い
桁
的
人
首
だ
け
で
は
な
く
、

；ヂ

ク岱
f丁

二 害者
' 事宗

A川二、竹

＇＇＂＂ム』＝ヨ

ま
才

H
十
の
卜
｛
仙

が
註
J

げ
り
れ
る

代
行
設
f
や
が
水
際
規
制
の
対
象
と
さ
れ
た
訪
日
何
様
の
伐
巾
エ
ロ
に
闘
寸
る

バ
、
＋
J

臥、

「
原
則
と
し
て
詞

査
対
象
物
品
内
輪
人
子
体
は
代
行
け
い
川
相
若
で
あ
る
主
際
の
時
入
業
昔
で
あ
り
、
て
の
業
者
に
γ
h
l
h
A
H
賀
川
扮
行
為
の
責
任
を
問
、
7
べ
き
ご

あ

竺

た

だ

L
、
輸
入
業
者
に
対
す
る
本
際
親
刈
げ
の
み
で
は
、
八
戸
止
な
貿
易
秩
中
が
降
す
さ
れ
な
い
y

汁
阿
ず
る
場
台
一
い
は
、
例
外
的

に
輸
入
代
行
茶
話

γも
そ
ヵ
責
任
JLγ

河
う
こ
と
が
で
さ
令
っ

い
か
な
る
場
九
円
に
輸
入
代
七
業
お
に
zハ
パ
ゾ
け
管
局
わ
九
円
責
任
を
刊
、
つ
二

と
が
ず
き
る
カ
は
恒
別
只
体
的
な
い
Hけ
い
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
て

2
と
な
る
が

少
な
く

2
も
十
小
川
い
の

一
述
内
蛤
人
代
行
犯
約

の
流
れ
か
ら
み
る
と
、
イ
件
の
愉
人
川
氏
／
什
染
者
は
、
九
rf
後
木
洋
の
他
の
域
内
清
入
、
旬
以
外
の
お

昌
と
輸
入
代
行
契
約
を
結
び

対
象
牧
昨
の
地
人
代
／
h
N
業
務
を
行
、
っ
可
能
性
が
向
い
と
の
ポ
バ
付
が
め
る
た
め
、

－
人
際
の
輸
入
業
者
の
み
で
は
、

公
正
な
川
口
「
如
杖
序
の
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す
が
期
待
で
ェ
さ
な
、
一
こ
い
判
断
さ
れ
、
輸
人
代
ノ
付
業
苦
J
O
水
陀
規
制
の
十
体
に
…
↓
ま
れ
て
い
る
に

そ
の
他
、
叶
、
お
と
異
な
る
ヌ
ベ
行
の
冗
際
反
引
の

〆
て
は
、
！
記
議
権
託
際
収
集
刈
一
度
以
外
に
、
i

次
節
引
述
く
る
議
格
調
交

開
始
制
度
が
設
け
に
円
れ
に
、
い
る
こ
と
、

本
陪
苅
刈
げ
の
手
続
の
中
に
T
A

服
巾
リ
制
度
目
か
設
け
ら
れ
て
い
る
、
）
と
、

挙
が
羊
げ
ら
れ
る

J

た

だ
、
同
叶
円
い
の
h
H

常
正
措
誌
に

に
よ
る
損
古
賠
償
が
高
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た

上
記
同
↓
円
の
税
務
権
呪
は
州
じ
本
際
叫
司
に

係
わ
る
行
政
筏
刈
で
あ
る
悦
問
に

7
子
り
れ
て
い
な
い
が
、
時
凶
の
若
礼
汀
f

帯
の
侵
害
物
だ
り
松
山
〆
イ
為
ト
対
す
る
水
際
州
市
川
引
は
判
倒
閣
ト

昨i''I貿易1}'.Cf弘、おけゐ知的財産梓ω促害物，t，のノに際規，＂］ :. 

お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
〆
涜
ね
法
治

立
久
爪
）
G

第

il1i 

水
際
規
献
の
前
夜

f
u判
お
よ
ひ
桁
U

定
措
置

ぃ
川
青

T
U慌
の
は
交

同
ハ
コ
に
よ
る
刈
人
間
関
品
川
の
端
務

｝
一
』
乃
の

の
陪
川
町
ば
、
訓
一
品
一
の
一

ν乏
に
よ
る
い
Z
1
A
n
と
織
権
に
よ
る
均
台
（
珪
業
保
害
救
済
法
MA
六
条
）
〉
が
あ
る

v

職
権

に
よ
る
訓
告
は
、
リJ

九九関以十
r悶
内
外
的
関
係
嗣
査
機
関
か
ヮ
不
公
土
μ
一
号
舟
ノ
勺
為
と
認
め
ら
れ
る
姉
疑
事

P

た
の
一
一
一
刻
を
立
げ
乙
場
介
、

に
同
す
る
陪
川
村
山
こ
託
拡
が
花
小
己
れ
る
民
ん
九
円
、

ん
ー
公
つ
日
立
円
村
山
行
為
の
嫌
誕
L4
？
乞
討
河
川
人
／
者
か

の
他
安
口
’
A
h
j
v
k
i

訂
正
仰
い
、
易
行
為
と
認
め
ら
れ
る
嫌
託
事
実
を
認
知
す
る
場
片
、
に
開
閉
さ
れ
る

F
h
J
t
d史
易
行
為
の
刈
査
「
絞
叫
ん
一
仁
判
i
T
F匂
机
疋

（
同
日
日
易
一
言
門
司
会
古
！
小
第
二
心
ひ
ヘ
百
号
）
第
八
久
々
山
攻
、
つ
む
の
収
品
砕
い
主
る
調
配
争
一
割
始
ず
る
場
合
、
問
吋
（

J

は
そ
の
訴
舟
の

開
始
の
前
に
当
該
」
荒
川
町
対
一
位
権
者
の
巳
「
f

を
地
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
産
業
波
古
救
叶
法
施

f
ん
で
兆
二
条
の

円
判
権
制
台
関
仙
州
制
度

方
、
調
布
の
市
誌
は
不
公

d
貿
易
わ
お
が
一
め
っ
た

U
か
－
り
一
』
！
以
山
円
で
あ
れ
ば
、
一
何
人
も
」
可
能
で
あ
る

f
F
業
被
害
い
紅
一
治
法

取人法羊JG2 (" :c:ll I.日S'2Ul:L 1〕
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ぷ
お
よ
び
第

そ
の
開

ι一
ー
の
対
象
こ
さ
れ
る
者
一
千
「
怖
い
山
間
一
占
有
｝

羽
以
ト
、
間
存
在
U
高
ず
る
哀
を

1
U
治
世
一
、

川知
Y

立
与
荒
川
叫

呼
ぶ
ょ
っ
別
式
の
山
円
高
が
あ
る
と
、

同
吋
乃
は
そ
の
白
南
町
一
日
方
与
一
ヘ
JJ
円
以
均
一
に

Ji査
を
司
苅
す
る
か
f
h

は
か
や
次
完
な
け
礼
ば
な

で戸、、
問

、hイ
ヘ
ふ
い

河
y
k
節
（
攻
〉

川
査
の
同
州
f
聞
が
沢
た
さ
れ
る
と
、
同
叶
（
げ
は
判
例
木
町
に
必
ヂ
へ
な
資
料
ヤ
物
刊
の
拠
出
を
川
事
告
に
か
ヒ
る
こ

と
が
む
き

当
事
者
は
P

F

力
命
令
じ
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
川
刑
法
第
一
六
条
第
二

vZ

こ
の
よ
う
に
、

水
際
境
引
の

d
k村
山
申
請
が

よ
4
0

ょっ、

恥
山
叫
川
阿
仁
宵
開
始
杭
肢
が
設
け
ら
れ
て
い
る
川
崎
巾
ト

」
吋
恥
で
し
め
り
、

っ
、
f
l
j

日γ
p
h
y
J
f
，f
ゐ内、、干
a

v

－
－
古

T
i
r－
－
）
干

i

町
内
、
』
円
の
水
際
川
崎
引
が
公
正
な
貿
易
秩
序
の
雌
u
l
l
い
う
公
詩
的
成
能
を
一
一
ー
に
い
る
カ
ら
で
あ
ゐ
と
山
地

べ
ら
れ
て
い
る

同
叶
〔
い
に
よ
る
謝
辞

ヌ
吋
円
は
、

拙
い
中
話
人
山
行
為
が
不
公
一
1

士
官
、
易
行
為
に
訪
日
レ
」
す
る
か
ポ
口
か
を
判
定
し

訴
ー
合
間
た
ん
の
決
J

二
か
ら
六
ヶ
H
け
の
範
間
内
ぜ
、

と
は
リ
れ
ば
な
ら
な
い

調
令
山
市
川
聞
は
二
ラ
片
の
範
川
内
で

U
の
延
長
が
川
町
能
で
あ
る

何
十
広
治
ル
タ
角
川
摂
取
｝

ん
】
パ

υ

J

1

 

一
知
今
疋
っ

の
知
町
出
の
延
長
が
川
認
な
限
切
ヘ
い
に
〉
吉
川
〆
岩
崎
川
市
γ
円
救
民
！
円
、
で
は

の
不
公
一

ι貿
易
行
為
に
問
問
山
点
、
ν

一
丙
ー
バ
ま
た
は
特
北
否
判
等
に
関
宇
る
札
制
？

E

嗣
拭
i

子
地
引
が
平
一
汗
v

て
い
る
崎
介
、

以
申
請
人
ま
F
は
被
山
中
有
人
が
正
当
べ
な
い
で
出
を
提
示
ず

L
、
？
の
期
日
叶
の
延
長
を
巾
請
｝
た
場
合
、

の
他
河
丘
一
川
市
刊
が
複
雑
で
あ
ム
ω
か
、
ま
た
は
当
事
芸
が
資
料
J
V
持
出
」
な
い
与
ヤ
も

や
叫
な
い
事
情
に
工
り
期
間
を
延
長
d
L
さ
る
を
得
な
い
う
と
認
め
ら
れ
る
場
九
円
、
が
挙
げ
ら
れ
つ
、
い
る

（
同
久
木
第

羽）
J

人
訂
正
府
関
口
明
行
為
丹
誠
＋
刊
の
結
果

当
校
行
為
が
λ
公
正
貿
易
行
ぬ
仁
該
当
す
る
と
判
d
l

心
し
と
陽
台

同
吋
（

J

は
夜
中
げ
請
人
」
対
し

是
正
活
苦

の
広
川
を
命
じ
る
こ
と
が
む
き
る
（
制
仏
第

＼
一
条
お
上
び
州
市

そ
の
足
日
柿
宣
は
、
浸
古
物
ヌ
リ
齢
相

入
・
崎
出
や
枚
売
・
製
造
行
為
の
小
止
、
侵
ru
物
品
の
防
人
持
冷
・
一
充
…
禁
処
分
ヤ
訂
正
叫
ん
十
？
足
止
措
出
令
交
け
か
一
事
実
の
公
表
汀
で

あ
7

Q

P

同ん
hr第

境
て
ま
た
、
む
の
一
世
片
山
刊
古
子
化
版
行
す
る
た
め
、
』
円
、
円
h
は
関
係
悦
州
問
の
E
げ
（
に
協
刀
を
要
約
一
一
ブ
ふ
こ
と
が
で
き
、

ir!:Uにぷ学｝位 l日 101; 1:1co 〆.ZilI '.i. : .I 
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そ
の
協
わ
り
の
要
請
会
主
け
た
問
問
刊
行
孜
機
関
の
去
は
戸
一
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

川
内
土
庁
引
〈
リ
条
川
町
一
一
店
、
、
「
門
）

。
年
改

u
一
一
一
な
お
、
定
め
ら
れ
九
J

明
日
川
刈
で
ハ
だ
け
命
令
し
乞
軍
恨
む
し
な
い
し
f

じ
対

L
、
対
吋
〔
は
で
の
門
店
止
八
叩
令
人
々
一
環
／
打
さ
し
ヤ
る
た
め
、
ち
ん

に
初
当
円
夜
打
開
問
問
一
一
千
一
定
め
る
こ
と
が
ご
主
る
が
、

そ
の
阿
川
同
ま
で
に
た
け
命
令
が
一
足
一
仁
さ
れ
右
い
場
九
円
は
、

－
H
h
当
f
一
り
当
該
物
品

主
力
価
ι
れ
の
－
円
、
一
J

介
の
τι
を
苅
過
し
な
い
範
明
刈
て
一
々
行
治
川
J
4

F

ぬ
古
一
ど
が
C
き
る

例
法
第
三
条
の

「

一C
年
改
正
〆
n

昨i''I貿易1}'.Cf弘、おけゐ知的財産梓ω促害物，t，のノに際規，＂］ :. 

十J
U
2

乍
は
措
苛
（
の
刻
年
ト
っ
き
、
か
つ
て
斡
刊
の
謀
、
交
、
は
、
当
「
故
調
査

T
読
で
の
被
内
ー
泊
者
や
詞
十
社
対
象
物
um
に
限
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
む
の
桁
判
長
と
同
一
の
杓
昨
い
か
治

一
作
を
経
山
づ
る
等
生
存
者
や
輸
入
者
が
ψ
j
V一メれ川竹刊ザ
u
h
p

際
貿
易
が

h
わ
れ
る
議
合
、

人
以
何
皮
剥
A
Y
f
続
を
申
請
！
な
打
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
海
外
で
の
小
規
絞
め
業
者
仁
よ
り
止
栓
さ
れ
た
川
的
別
芹
権
の
伎
咋
均
品

が
i
人
号
に
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
同
連
的
か
っ
ー
勾
果
的
会
水
際
初
制
を
行
、
つ
こ
と
が
で
え
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
し

の
持
口
痛
に
汁

ν
、
特
例
よ
い
は
、
制
的
則
斉
権
わ
侵
害
行
為
ふ
れ
行
、
1

者
で
は
な
く
、

小
札
竹
之
多
訟
の
侵
古
川
初
u
川
に
対
し
、
怖
人
の
排
除
の

効
力
ふ
認
め
る
制
誌
は
の
惇
人
が
氏
支
♂
？
に
お
る
と
の

J

3

か、
f
h
h
l

小日M
M

、っ、

p
t
際
十
引
の
制
誌
は
は
｝
一
日

J

ハ
ベ
の
制
茂
設
J

さ
れ
て
い

の
前
と
な
っ
と
求
闘
の
固
陪
貿
易
λ
官
民
会
一

E
r
g
－
c
R
L
P
E
m
Rリこ
5
5
5
0ロ
コ

会

以一

応
が
］
「
同
門
司
川
町
川
定
1
f

の
訊
で
合
性
の
パ
勺
問
題
い
ど
な
っ
亡
い
る
！
こ
の
こ
と
か
ら
、
h

川」寸
υ
引
役
会
認
人
し
な
レ
代
わ
（
け
に
、

に
お
い
て
遠
山
べ
一
一
れ
ぐ
お

υ
、
そ
の
運

ひ
っ
八
午

の
店
業
波
±
政
治
法
の
改
正
勺
は
、
産
業
叩
…
d
u
救
治
法
第
一
川
主
の
一
ふ
を
新
設
し
、

ケ
バ
正
貿
易
ノ
f
為
の

るいわ
W
Jて
の
芸

ご

J
J

l
L芳
l

判
別
川
河
か
っ
一
対
人
内
会
折
作
」
の
抗
令
呑
一
市
寸
言
ヲ
｝
と
が
川
叫
恥
と
な
っ
允

ば
京
公
正
貿
易

74乃
に
該
当
ヲ
ノ
心
と
判
丈
ぺ
」
引
た
物
r
河
ヘ
幻
内
、
「
ほ
判
定
物
市

2
い
う
巳
）

と
1

伺

種
相
の
物

一

ご

〉

へ

J

3
4
ψ
4
F
 

一
が
再
び
水
際
規
制
の
羽
査
対
象
物
品
と
な
J

R
H
m
J
は
そ
の
弔
問
清
対
象
物
見
に
ワ
き
不
公
正
貿
易
／
什
為
に
設
当
ー
一
ヲ
る
か

γ

円
か
を
出
台
ず
る
こ
と
な
く
、
被
市
議
梓
に
足
片
措
置
一
を
命
じ
る
こ
と
が
寸
き
と
と
の
粧
皮
が
将
人
さ
れ

へ
H
l
J円

ー
ョ
ロ
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ヌ
」
門
に
よ
る
判
定
徒

同
吋
（
一
の
判
｛
バ
の
あ
1
r

で
の
処
分
に
対
1
J
，人l
山
川
が
あ
る
苦
は

ヌ
叶
門
に
い
討
し

処
分
の
見
知
子
二
主
け
円
か
ら

ご
ノ

1
サ
ハ
ハ
V
P
一

〈

l
よ
J
L

で戸、、
問

民
誌
を
申
請
す
守
」
と
が
で
き
る
（
河
川
店
協
一
川
粂
治
一
及
、
「

ぞ
の
宍
誌
の
中
討
に
対
し
、
同
叶
（
J

は
hv寸一設

ひ
っ
年
改
正

牢
請
が
あ
っ
人
J

じ
か
し
ヱ
ヘ
ハ
ノ
円
以
刈
に

そ
の
咋
請
に
対
す
ふ
沃
J

止
を
し
な
け
れ
ば
な
山
な
い
〉
た
ど
し

異
説
の
昨
誌
の
叫
刊
十
告
に
お

3

－k
、
析
し
い
副
初
、
が
提
出
主
れ
る
川
う
や
仁
を
得
な
い
山
川
百
が
あ
る
場
人
ー
に
は
、

＝
「
ノ
戸
い
の
諸
団
内
、
川
LZ闘
の
申
請
の
九
点
在
知
山
を
州
一

ま
た
、
用
r
ハ
ぷ
守
山
工
村
し
七
音
は
ん
当
該
叫
王
立
政
の
山
叩
古
川
1
y
i

持
係
な
く
、
行
氏
宮
山
川
法
に
上
る
れ

政
有
利
や
行
政
両
訟
法
に
よ
る
行
政
訴
訟
を
抗
起
す
る
こ
と
が
じ
き
る
（
同
条
第
＝
羽
て

去
す
る
こ
し
〈
が
で
き
る

rM久
木
第

J

如九）
G

判
定
措
置
の
施
わ

以

L
の
ポ
先
手
続
）
↑
お
い
い
と
、

問市
｛ ーニh
,...,:'. 1ifづ

；；人
材 ~t
ヒ Lド
斗 三吉

枝 ＇！：
ノ丁 σコ
為 Ji
び〉主i

I' : ~ 
とよ
べJ ,, 

そ日
σ） /of 

性：子
4史支

寄る
ぴ） ＇、

被
｜出 ＇l干
の f;,
ず手 J三
、→ん

めり
にる
江主 刀、

速ま
づかー でんふ～
J片；±
i~ ；，そ
をの
i背 わ.p 

じそ
るれ
よ刀、
う品
求る

と
判
断

γr均
台
、

市
治
人
は
、

め
心
こ
と
が
で
き
る

担
、
「
刊
日
記
抽
置
制
定
」
）
υ

戸、｝，
h
は
川
副
門
疋
品
置
の
施
行
を
決
定
〕
九
J

場
介
、

円
「
「
－

h
Jぃ右目
1
ト
析
］

戸
ア
h

第
七
矢
ぬ

（ん
m
U
旦
商
の
山
門
う
甘
お
よ
び
早
川
｝
、
川
？
に
拾
置
の
明
日
お
よ
び
小
出
内

J

い
一
の
克
法
を
言
問
で
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

山
力
作
よ
A
H
M

韓
ョ
の
議
論
で
は
、

刊
］
疋
閉
止
に
出
1

炉、

政
申
請
人
の
行
為
が
不
公
正
貿
易
行
為
に
L
A
4
す
る
か
パ
に
か
じ
河
す
る
同
叶
内
の
最
終
刊
断
の

市
に
n
ー
さ
れ
る
強
力
士
川
一
火
山
い
円
で
あ
る
寸
め
、

f
h

公
正
貿
易
わ
為
に
よ
る
被
胃
や
迅
述
か
つ
効
用
ド
的
ド

F
防
す
る
ご
♂
が
て
主
ふ
と

の
叩
ぺ
市
問
か
り

そ
の
必
要
叶
ー
が
五
十
除
さ
れ
て
い
る

h

刊門

tu認
置
が
和
市
百
出
さ
れ

ω
と、

チ
及
ぼ
す
だ
け

C
は
な
／
＼

技
庁
清
若
干
刈
窓
口
調
係
請
の
事
業
に
川
被
古

一日

出
d
b
九d
州
内
在
同
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

F
の
社
刊
が
ん
ゆ
さ
れ
て
川
る
ハ

日

9
げ
、

P

｝ザー＼

問
、
山
門
の
水
ぷ
規
引
で
は
、

羽
山
）
、
ま
た
、

以
下
の
要
j
r
が
写
山
尽
さ
れ
て
い
る
「
ヤ
百
な
わ
ち
、

苫
定
拾
晋
の
中
日
日
は
古
川
一
ん
川
和
置
の
施
行
が
決
た
ν
う
れ
る
r
削
ま
じ
い
和
田
川
の
長
佐
川
が
h

中小】均一り

し

S

J

j

j
f
手
i
J

同
法
第
八
条
第

、ノえな

T
う

ur：
：
コ
ミ
ぐ
よ
、

d

〆
ν
J一
刀
ノ
イ
／

ν
半
L
H
1
1
5
し
v

j

h
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（
｝
川
判
八
一
U
也
市
区
の
叶
γ

川
の
決
疋
の
い
T
d
hふ
と
な
る
行
為
が
干
公
司
貿
易
行
為
と
最
終
判
｛
引
ノ
ベ
C

れ
る
可
能
性
、
へ

動
］
d
r
～
措
置
を
執
ら

な
い
場
合
に
珂
μ
慢
で
き
な
い
ほ
し
ア
が
発
f

一
す
る
叶
誌
判

三
一
戸
斬
［
’
疋
松
町
内
の
施
行
が
ヨ
民
絞
抗
お
よ
び
消
費
1
h
じ
及
ぼ
す
影
響
、

（凶）

M
n
定
遣
い
首
会
一
執
る
均
台
、

巡
す
Q
h
J
め、

手守
疋ミ

？当

.'". 
x 
き判
有；~
L ・:u 

なむ

辺正／、 戸伺

；；人
叶r

J；立
一！十 Jし

ノ上
:::. 0) 

P 抗
岩空

会i
iυI 'i. 

き辺
、グ》
弘 I

し：長
波立
言 L

宅む
けて
~. 1；正

す申
配五百
「土、G人

ふ

後；｝
~可換
有 者
／、 1.:
が｛貴

ー
中
小
企
業
基
本
法
一
第
条
い
J
ゐ
小
小
企
主
に
該
汚
す

る
U

）
、
刀
宅
恒
三
一
れ
る
（
区
一
業
被
告
段
、
計
法
施
行
A
J
第

昨i'・I貿易1}'.Cf弘、おけゐ知的財産梓ω促害物，t，のノに際規，＂］ :. 

R
－u

 

j
、

こ
れ
ら
の
安
素
子
判
定
折
置
の
施
行
の
刊
芯
に
ぶ
い
て
ど
の
よ
う
仁
考
志
台
れ
る
か

川
山
条
内

人

対マ

も

一

d
n

一、

f
J人

事
長
の
苓
私

ザa ii' 
が之
cらし
るゾい

,, 十予

言3
｛ 

刀工

( 
ム

？争F

Jふ

しミ

ire・ 

＼
お
よ
び

）
が
重
ム
円
此
に
検
討
さ
れ
た
も

何
回
行
の
事
玄
♂
山
同
十
お
の
市
九
十
高
山
、
っ
ち
、

第
四
節

水
際
規
制
の
範
回

ュト
i
j
x
j
J
！
と

4
、

！
〆
り
ノ
ノ
判
的
J

！

水
際
山
刈
制
の
以
拠
規
’
疋
の
分
析
か
勺
九
一
応
規
制
の
結
阿
を
明
ら
か
に

1
7勾
c

y
く
に
、

外
国
の
知
的
配
斥
権
が

不
際
税
制
の

に
ん
川
ま
れ
る
か
五
か
は
百
一
変
な
ん
市
…
で
あ
る
。

藍
W
Lた
い
恨
山
戸
松

Jm法
で
は
、

知
的
財
産
位
の
侵
害
物
品
に
対

す
ぬ
水
際
税
制
に
つ
き
、
u

以
下
円
机
J

止
い
叫
ん
設
け
ら
れ
こ
い
る
ラ

＠ 

産
業
被
パ
I
U
紋
治
法
第
四
荒
（
不
良
正
貨
同
行
為
の
全
止
〉

何
人
も
次
の
告
む
の
ト
仰
い
れ
か
の
つ
に
詩
、
当
一
3
Q一行
JA
戸
目
、
ー
ぞ
れ
一
山
貿
易
ラ
均
一
と
い
う
一

bvv
ペ
」
ハ
は
ヘ
！
？
り
ふ
ぽ
い
。

,1 

大
島
民
B
の
詰
へ
又
は
人
匹
以
ー
が
せ
」
事
V
H
で
あ
ゐ
条
約
仁
よ
り
保
白
川
さ
れ
ふ
ね
汗
情
。
長
川
一
持
労
権
戸
山
ノ
／

J

惟
・
羽
田
川
昨
・
砦
れ
い
権

取人法羊JG2 (" 'C<) I.日D '2U LL 1〕



,,ii 

著
刊
叫
所
持
待
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
市
山
句
作
俳
・
半
掃
体
呆
砧
一
凶
路
の
配
宮
武
叶
培
又
は
地
誌
沙
門

J

本丸一不
υ
J

く
は
山
村
山
十
、
松
宮
戸
を
H
1
4
門オ
r
q
M
H
げ
寸
｛
以
、

知
的
吋
瓜
持
（
い
ィ
叉
い
門
物
口
一
位
y
」

イ

じ
町
内
…
す
る
次
円
札
円
A

い
可
れ
か

L
静
ー
す
る
行
為

丘
一
外
に
お
ハ
一
二
知
的
引
出
培
mu
但
害
物
八
年
寸
全
戸
川
一
へ
川
寸
F

指
す
る
行
為
υ
J
L

、
は
知
的
財
産
慌
の
帰
一
行
物
品
川

J

を
尚
人
す
る
か
7
z
h
附
人
さ
れ

、ムヘノ
し

＼

で戸、、
問

た
知
的
対
岸
崎
ー
の
H
R
I

門
物
ロ
忍
ー
や
山
介
に
お
い
ご
蚊
土
ー
す
る
わ
為

ロ

H
R
I

門
物
ロ
忍
ー
や
情
1
H
寸
｛
よ
か
↓
人
は
崎
山
の
H
h勺
ご
山
々
心
お
い
ご
m
r
u
d
p
Q
行
為

木
久
れ
で
は
、
町
的
財
産
抗
恨
の
↓
日
2
H仲
判
長
仁
川
副
パ
ヲ
る
水
際
関

J

粧
の
範
肢
が
定
め
も
り
れ
て
い
ゐ
c

ま
ず
、
市
内
諾
対
象
松
町
れ
と
し
て
、
特
許

権
を
し
釘
め
と
す
る
差
米
財
産
怯
お
よ
び
詩
作
権
、
そ

L
て
ド
JmF
休
集
積
回
路
の
疋
区
役
司
権
が
刻
i

注
さ
れ
て
い
叶
け
、
地
珂
前
半
仏
不
や
営

業
協
す
仏
も
保
汁
仁
川
凡
象
と
さ
札
f
、、ぜる

実
体
山
上
沼
虫
っ
と

3
れ
る
で
て
の
わ
九
刊
で
は
な
〆
＼

ァ、一、

V
V
4
2
1
 

規
制
同
月
続
’
引
為
と
し
て
は
、

土
問
叫
口
出
校
内
J

の
絞
り
に
必
要
と
さ
引
る

h
為
、
オ
ヲ
な
わ
ち
、
知
的
則
芹
権
の
侵
需
物
品
の
怖
人
お
よ
び
輸
人
俊
の
版
士
川
、
輸
出
お
よ
び

ふ
刊

1
4
U
〉

点取
I
L
1
q
o

フ
ゲ
ご
二
に
知
的
財
岸
地
〕
の
侵

5
駒山
u
忠
寸
を
し
ほ
列
に
お
J

て
内
内
へ

、
JY心
、
む
の
規
制
引

告
訴
行
為
の
う
ち
、
輸
入
、
輸
入
絞
り
敗
売
お
よ
び
輸
出
川
の
裂
立
行
為
は
部
判
の
各
知
I

川
射
す
午
法
ー
の
尚
三
汁
川
片
付
で
あ
る
た
め

I 

：ま

、
パ
一
兆
へ
点
引
法
行
為
の
メ
止
を
hwu
め
る
血
、

r
も
で
き
る
が

均
出
行
為
は
韓
叶
円
高
標
法
以
外
の
ん
古

特
一
司
法
治
条
第

知
山
刊
リ
九
時
法
！
の
h
R
t
fし
為
？
は
な
い
た
め
、
同
叶
勺
の
水
際
税
制
L

4
め
る
こ
と
L

な
る
）

民
叶
什
対
象
／
七
山
付
の
範
刊
ー
に
お
い
て
注
い
い
］
寸
べ
さ
ん
’
は

「
出
外
に
お
い
に
知
内
対
丘
権
の
F

校
生
門
物
品
川
う
を
田
町
へ
慢
給
「
る
行
為

が
今
り
ま
れ
て
い
る
こ
と
日
、
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

C
C
年
岸
業
波
書
政
司
法
の
抗
｛
汁
j

時
と
比
べ
る
と
、
凡
市
議
対
象
盗
山
刊
の
執
バ
は

変
わ
り
が
な
い
が

規
引
刻
Z
v
h
hけの
M
4
M
刊
に
つ
い
て
は

等
を
h
F
山
内
へ
校
給
す
る
行
為
」
が
追
加
さ
れ
ぐ
い
る

の
迫
JJy 
dミ

支 f) 

fし年
ん c~
糾 rl・
Hイト：
；二よ
〆、＂ノ巴j

Fこミ

ド

じら 悼ゾ J

E行
。コ＼：：
Jミ口

T い
り J

主示
~，午j
主羽
11 古吹

き尋
1 ジ）

べ41le!: 
「 d日
現物
行＂ 't

／＼ 、J

入、「
ノ

l
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法
（
山
正
υ
削

m
k↓

n
R
絞
害
救
済
小
川
山

J

の
バ
ョ
際
規
制
点
は
、
河
川
の
翰
r
ヘ
ソ
一
口
？
阪
一
パ
さ
の
知
的
川
町
産
権
の
向
日
乞
行
為
の
み
が
規
制
さ
れ
ぐ

い
る
た
め
、
泊
外
の
供
給
者
が
ヨ
川
一
円
崎
人
者
を
党
ス
知
的
川
町
存
権
の
H
R
t
μ

物
市
竿
を
剖

fvに
屯
沼
さ
せ
ふ
こ
と
に
辺
速
に
い
出
川
す
る

一
と
が
で
き
な
か
J

た
支
部
己
L
対

U
ず
る
た
め
ご
あ
る
一
と
t

訊
問
さ
れ
、
い
る

つ」
1
i

ゆハ

あ
る
物
品
が
梓
川
円
河
内

に
入
れ
ば
斡
凶
川
の
知
坊
対
良
い
悼
の
FU叫
引
け
と
な
る
均
台
、
中
」
烹
物
一
ア
ゼ
韓
同
へ
輸
出
す

の
供
給
告
を
利
子
寸
ど
し
て
、
当
一
読
物
斗

の
本
際
川
市
川
止
を
ノ
ド
う
こ
と
を
川
る
も
の
で
あ
る
れ
た
だ
、
当
該
物
品
を
海
が
で
製
活
・
版
1

川
ん
ず
る
行
砧
は
問
、
『
円
の
対
杭
刈
設
の
認
可

昨i''I貿易1}'.Cf弘、おけゐ知的財産梓ω促害物，t，のノに際規，＂］ :. 

輸

入
2) 

'"' 
と訪
巴＇I年
' c コp
れが
己主崎

入

' れ
マシャ

J話
J、

円A
P

、HJA
f）

こ
と
の
ぜ
ん
C

る
附
置
は
、
防
人
山
間
仇
略
、
彼
禁
処
分
お
よ
び

二
九
円
ま
れ
な
い
か
一
め
、

さ
ら
に
、
当
該
行
為
が
規
制
対
象
行
為
に
記
h
制
さ
れ
た
こ
し
r
F＼

川門ムヴ店の

f
n
H
的
則
定
権
の
桜
台
初
口
巾
峠

J

の
制
湾
運
用
に
つ
き
以
ド
ー
の
肝
釈
が
可
取
レ
／
な
乙

す
な
わ
ち
、
ヌ
J
d
h

の
誠
杏
千
ム
刊
に
お
い

γ
、
海
外
の
供
給
者
に
よ
る

,7) 知
的
財
訂
作
悔
の
公
害
河
門
同
へ
と
を
韓
同
へ
供
給
す
る
行
為
が
不
公
会
出
馬
り
行
J
Q
に
該
当
す
る
と
の
山

f
rな
さ
れ
れ
ば
、

そ
の
品
川
、

合
い
は

例
え
ば
丘
日
木
被
害
以
済
法
治

η
ム日9

 

Ah 

司
一
条
の
の
溺
川
は
な
い
と
黙
す
る
尋
問
条
の
遊
民
の
範
叶
を
明
作
じ
す
る
必
叫
が
あ
ろ
う
山
町
」リリ日！人以

海
外
的
H
h机
u
m
J
勺
が
変
わ
J

た
と
、
て
も
、
そ
の
侵
害
ι河川門間（

α
）
と
阿
一
梓
「
却
の
物
品
｛
町
一
が
い
叩
一
人
さ
れ
た
場
合
、
戸
、
コ
ム
は
そ
の

一
ゲ
）
会
人
水
際
却
制
の
一
叫
ん
象
こ
す
乙
こ
こ
が
と
斗
さ
る
こ
と
y
一
な
る

｝

J

か
1

〕
、
十
け
の
解
釈
に
よ
乙
水
際
端
攻
制
は
不
特
疋
多
絞
り
海

物
品

M
W
の
供
給
主
に
川
崎
人
排
除
の
幼
カ
チ
及
ぼ
す

ι記
「
門
（
の
引
受
注
町
と
司
一
一
の
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
そ
の
た
め
、
］
門
司
弓
泊

協
定
と
の
登
九
け
M
は
が
問
題
視

3
れ
る
「
3
6
能
性
が
あ
る
干
）

t
A
f
h
p川
外
の
供
給
者
が

M
N
U芹
濯
の
侵
半
物
品
JP
一
国
内
へ
供
給
す
る
場

水
際
で
の
休
日
刊
の
缶
約
対
立
件
構
内
保
守
挺

記
水
路
規
制
の
恨
処
明
主
ワ
は

ー
人
特
同

E
の
け
法
令
ま
た
は
大
転
－
氏
μ
い
が
当
事
苫
f

ご
杭
ゐ
条
約
に
よ

る
k
m
k叫
引
広

絃
」
が
州
休
日
請
け
刈
象
格
が
い
で
あ
る
と
川
附
一
定
さ
れ
て
い
る
岱
戸
で
は
、
心
の
f
J
K

三
円
は
州
民
投
対
象
権
利
の
範
杯
に
匡
内
外
の
ー
丸
一
酌
刻
だ
怪
が



,,ii 

今
ま
ふ
判
る
か
ぎ
か
の
議
論
に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
僻
さ
れ
て
い
る
c

「
大
峰
民
寸
の
法
人
μ
ま
た
は
大
蒋
以
J
1
が
ム
山
一
一
事
雪
て
あ
る
九
へ
約
に
よ
リ
仮
設
さ
れ
る
知
的
財
産
増
弓
一
「
大
将
民
ヨ
の
法
令
に
之
、
J
J

で戸、、
問

パリ

μ2
 

5
 

0
 

ワ
d学

外
国
法
に
引
っ
て
ば
守
し
た
外
一
同
の
い
川
告
別

J4zrb水
深
刻
Mm
の
保
一
一
対
象
柏
利
の
恒
国
に
さ
「
か
れ
る
が
ろ
う
か
「
こ
の
点
に
っ
さ
、
比4

 

m凶
仇

保
護
さ
れ
る
知
的
対

d
権
一
と
「
大
韓
民
同
い
ん
当
事
歪
で
あ
る
条
約
に
よ
り
保
設
さ
れ
る
知
的
」
円
存
権
一

に
分
け
る
こ
、
，
削
者
の
「
人

持
日
入
国
刀
法
令

は
科
白
川
出
会
一
指
し
て
い
る
た
め

話
国
法
に
川
υ
リ
成

υ
し
れ
一
知
怜
一
川
芦
潅
は
本
際
規
叶
什
の
保
設
対
象
怪
刊
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
権
利
の
上
体
が
混
同
人
て
あ
れ
れ
一
回
ヘ
ご
あ
引
、
相
川
杭
対
象
一
行
為
を
ノ
f
う
し
れ
に
刈

L
U己
の
符
屈
の
i

対
抗
日
対
応
治
ト

基
づ

3
、
山
市
街
規
制
を
求
め
る
こ
と
が
ご
き
る

方、

役
者
に
つ
い
て
は
議
刊
誌
が
あ
る
七
め
、

以
下
の
と
れ
り
分
析
ム
9
る。

一z
へ
出
足
匡
が
当
半
省
で
あ
る
条
約
に
よ
り
以
一
J
H
Z
れ
る
知
的
剥
存
権
」
の
解
釈

同

wyE
の
ん
J

説
で
は
、

Mr的
則
矛
は
惜
の
ど
均
以
は
当
該
枠
れ
や
一
川
7
1
1
人
／
一
一
同
の
訟
に
よ
り
た
め
ら
一
へ
そ
の
什

4JE
へ
た
と
、
ん
ば
、
特
ぷ
枠

の
公
録
国
〉

の
悦
十
－
除
、
川
及
川
公
切
凶
内
に
お
い
て
の

つ
れ
る

い
わ
ぬ
る
民
地
、
平
一
認
の
原
則
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思

rfl 

外
川
刊
の
知
的
財
産
紗
げ
は
ヘ
ヲ
際
い
祉
制
の
保
護
対
象
比
一
利
の
純
凶
に
主
ま
れ
な
v
i
に
す
る
口
川
訴
が
あ

行
の
円
見
解
は
序
楽
隊
三
救
治
誌
の

L

法
和
特
や
巨
的
以
十
ァ
に
間
以
寸
る
ふ
J

め
同
作
用
し
が
み
J

く
、
保
護
点
ゑ
権
利

ぱ
J

の
範
矧
い
は
外
寸
の
川
制
的
対
在
住
も
A

パ
ま
れ
る
と
躍
す
る
一
日
屯
堺
が
有
り
で
あ
る
つ
そ
こ
で
は
、
外
可
の
知
的
財
序
位
の
範
謝
は

1
1ヘ
斡

万4

） 

時
刊
で
は

民
国
が
当
事
主
ご
ろ
A
V
条
約

い
い
う

1

条
約

が
こ
何
よ
う
な
げ
札
却
を
桁

L
て
い
る
4
J
い
閉
す
る
解
択
に
～
主
2
1
4ム
初
日
怖
が
あ
り
、
そ

の
「
条
約
一
は

田
山
条
約
を
意
味
す
る
均
九
円

パ
j
条
約
や
吋
同
司
出
協
定
守
事
国
間
協

y
、
二
印
刷
長
約
に
視
之
さ
れ
ず
、

む
も
意
味
す
る
場
人
1

と
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
し
い
る
n

芋

L
＼：、

＝E
l

u

 

引
の
u均
台
じ
っ
き
、

制
作
付
が
特
定
の
面
、
と
の
山
に
、

円、
nm
手
E
の
権
利
を
本
深

C
仮
設
す
る
日
の
条
約
等
を
続
前
し
七
四
岬
合
に
の
み
、
相
一
手
百
円
知
山
羽
昨
維
が
開
門
内
の
ぷ
ぷ
規
制
の
日
円

古
需
応
対
象
健
作
l
L
な
り
、
つ
る
と
述
ベ
ア
れ
て
い
る
一
方
、
ム
ノ
ノ
一
的
場
ん
に
い
つ
い
と
は
、

の
υ
笠
己
限
1
4
疋
さ
れ
ず
、
」
上
記
事
巨
山
協
定
山
内

τ守
川



回
以
ね
到
の
岡
山
則

～
パ
リ
来
的
弟
条
第
一
去
お
よ
び
『
出
］
可
印

に
基
っ
き
、
多
国
一
一
協
定
の

条
第

｛
七
の
匹
見
行
の
た
め
に
判
定

L
L
寸
内
法

rrで
リ
ー
防
護
さ
れ
る
知
的
財
産
増
も
叩
ハ
ベ
（
の
パ
一
際
焼
引
の
伝

H

孜
対
象
権
利
と
な
リ
う
る
と
述

、
為
、
ノ
行
ヂ
f
＼

ハ

ヲ

円

削

）

’
l
i
－
－
，
 

し
か
し
な
が
ら
、
上
記
「
品
約
の
解
釈
が
汗
及
さ
れ
と
論
文
で
は
、

1

条
約
は
下
、
一
内
閣
ん
わ
で
あ
る
と
の
、
一
以
の
桜
拠
と
し
て
、

昨i''I貿易1}'.Cf弘、おけゐ知的財産梓ω促害物，t，のノに際規，＂］ :. 

す
ト
業
被
l
門
川
欣
治
法
の
引
疋
宮
山
町
い
お
け
る
拝
川
中
等
協
読
で
の
れ
父
通
阿
部
の
見
解
が
山
骨
子
げ
ら
れ
て
い
る

切
の
回
会
の
資
刈
が
ら
は
そ
の
見
解
を
長
付
け
る
資
判
を
見
つ
け
る
こ
と
が
f
〉
JF
な
か

J

改
リ
の
ぷ
ヘ
却
に
係
わ
る
幹

る
い
山
条
約
一
た
レ
：
え
ば
、

T
H
u
t
Q
J
Z
、
門
岡
山
仏
？
hrm岡
市
内
何
回
目
戸
、
ー
円
山
貿
ら
協
f
亡
C

ニ
じワ

締

結な
上下＇＂ 1; 
hふ
ノく ，~ 

リ年
三と 詮
約［c:j

やが一＋

H c,1 
~結
弓し
印て

協戸
ノIC ( 
グコ しミ

小
占
の
ぬ
き
の

の
場
A

の
同
の
廿
前
日
出
L
H凸
ま
れ
る
も
の
と
苓
え
ら
れ
る
つ
一
条
約
」
の
解
釈
に
問

加
盟
川
で
も
あ
る
と
め

了
し

L
手主＝
J

？
ラ
〉
一
、

d
マル
4
h
L孔仰いー一プ

J

れ
て
L
J
4
5
一ヲ

手
官
会
八
の
い
出
荷
…
も
乏
し
い
た
め
、

ヌ
一
円
が
い
ず
れ
の
場
合
を
ぼ
、
て
い
る
か
定
か
で
は
な
い

すド
、
芹
染
地
内
f
d
礼
済
位
の
J
U
ω
州
一
設
や

i
川

J

心
寸
か
ら
語
、
え
る
と

十
八
緯
民
同
が
コ
ム
宇
高
で
あ
る
条
約
」
の
一
条
約
は
＠
の
場
ム
刊
で

あ
る
と
訴
寸
る
の
が
迫
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

ボ
際
規
制
の
保
H

民
対
象
権
利
刃

V

札
↓
主
被
害
救
済
法
の
制

P

疋
前
一
の
対
外
山
一
H
U対
法
で
は
、

「
九
人
易
対
象
国
の
法
人
同
に
よ
り
保

宇
な
わ
ち
、

議
さ
れ
る
知
的
誠
一
虚
構
と
組
定
さ
れ
ご
た
ヘ
対
外
貿
易
，
法
約
九
条
第
一

〉
対
外
貿
易
法
で
は
外
叶
μ

一
円
通
商
川
空
院
を
防

d

す
ぎ
一
L

が
い
い
い
的

2
dれ
て
い
た
た
め
、
同
際
出
尽
引
引

n
F一
凶
一
の
知
的
反
屋
市
が
水
際
川
机
判
の

三
一
し
：
、
二
つ
」

：
t
ーし

f
シ

ー

什
仲
司
の

f

公
ιー
な
貿
易
性
不
内
保

対
し
、
同
業
被
害
以
説
法
ご
は
、

4
4ご

3
4ミ
一
ニ
叶
「
去
に

古
寺
貿
易
機
河

立
が
い
日
前
l
t
え
れ
て
い
る
こ

F
か
ら
、

「
ー
父
け
吋
対
象
川
一
の
距
U
品
目
川
区
rM
引
を
含
め
に
よ
り
広
い
範
踏
の
刊
の
町
的
対
産
品
市
が
水
際
国
切

の
保
理
対
象
松
和
と
さ
れ
て
い
ふ
と
与
え
る
刀
が
口
然
で
あ
ゐ

G

こ
の
点
に
つ
い
て
、

r
h
h
の
事
案
で
は

r
、
〉
J
R

h
M
7
h
u
ι
ρ
〆
マ
ム
配

わ
れ
て
い
る
権
利
の
浸
い
物

ιが
水
際
規
む
の
対
誌
と
な
っ
た
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常
片
付

4

限
…
電
川
川
事
行
一
が
あJ

本
件
に
お
い
て
、
ネ
国
料
一
川
権
告
と
あ
る
申
請
人
は
、
古
川
己
の
特

J

日
夜
明
の
伎
町
F
物
n
聞
を
唯
〕
円
て
製

泣

L
Y、
ヨ
ヘ
均
山
け
す
る
い
悦
巾
請
人
の
行
為
が
小
ハ
バ
花
賀
川
勿
行
為
に
誠
心
正
一
ゐ
す
る
J
）
上
張
1

〕た

カミ

ム
れ
は

河
連
法
就
に
ふ
る
川

で戸、、
問

内
f

川
ん
帝
濯
の
h
刊
一
門
家
内
協
定
、
波
市
一
泊
人
の
立
に
都
攻
、
貿
易
副
木
町
宇
の
呪
域
調
丘
誌
の
川
上
合
］
＋
杭
が
ギ
r

／
「
し
し
い
る
山
中
、
中
古
刷
人
の

礼
士
γ

内
総
何
の
要
請
い
よ
り
詩
官
rJ読
が
終
了
し
た
た

、

F
一
幸
の
し
吋
い
合
か
戸
川
、
同
ベ
円
が
ト
引
ル
〈
グ
一
の
場
合
を
畑
山
定
L
t
い
た
こ
と
を

『

N
M
S
川内山一

γん
七
」

t
」

h
J半、
ipUι
な
い

U

韓日門
hy
未
同
と
の
間
に
、

v
i

い
に
I

日目
f
r
Eの
司
的
討
す
片
権
を
本
際
ご
凡
市
議
」
ヲ
ペ
き
己
口
を
’
て
め
た

1二
十主

冨
開
条
約
を
紡
枯
し
ご
川
士
い
に
も
係
わ
ら
ず
、
米
包
の
お
作
権
の
侵
己
の
成
汗
が
訓
ず
れ
H

の
川
町
設
と
さ
れ
た
こ
と
に
鍛
み
ん
v

と
、
本

件
で
は
、
一
条
約
の
解
釈
ぃ

7
3、
工
記
ム
ノ
ノ
一
の
場
八
が
怒
号
一
ご
わ
れ
て
い
た
も
の
と
哩
わ
れ
る

－
L

J
）、

j

c

t

 

大
将
一
氏
同
が
hv」
乍
者
で
あ
る
条
約
に
よ
り
伝
道
主
れ
る
沼
約
則
疋
格
」
の
一
朱
約
」

の
場
合
で
あ
る
と
解
ζ

れ

ω 

一、J
ま
り
、
目
宍
の
水
際
社
制
で
は
、

多
凶
同
協
ー
た
の
締
約
凶
の
同
的
則
F
tい
も
畑
町
議
対
象
惟
利

同
同
条
約
↑
限
’
之
さ
れ
F
、

と
な
り
、
つ
る
と
目
じ
わ
れ
る

Jν
か
し
な
が
、

1

1
コ
の
水
際
司
制
に
お
い
＼
外
国
の
知
的
財
産
権
が
保
護
さ
れ
る
と
ー
工
、
J
b
、
外

問
の
知
的
川
川
並
権
の
保
設
l
y

一
見
制
対
象
行
為
の
乾
阿
と
の
院
長
一
は
検
百
の
余
地
い
か
あ
る
と
思
わ
れ
る
什

以
卜
に
お
い
て
検

討↑
9
7
d

外
寸
の
沼
的
財
産
ほ
の
か
認
と
税
制
対
諒
ノ
れ
わ
め
の
範
凶

韓
国
門
戸
川
的
日
記
長
持
の
侵
主
物
品
に
対
し
苅
司
対
象
行
為
が
行
わ
れ
よ
場
介

そ
れ
ら
の
行
為
全
て
が
不
公
d
貿
易
行
為
い
一
成
当
す

る
yp

川
叶
｛
刈
え
れ
ァ
で
下
一
に
対
し
て
は
費
市
は
な
い
ど
ろ
う
っ
し
か
し
、
外
向
の
知
怜
一
川
芦
潅
に
つ
U

て
も
伺
お
じ
考
、
x
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
n

こ
の
必
凸
d

に
閉
す
る
幹
回
の
桝
釈
は
定
か
で
は
な
い
が
、

再
染
被
古
救
刀
法
の
目
的
ヂ

る
と
、
以
ヘ
の
よ
、
つ
に
山
わ
れ
る
川

札
パ
日
の
知
的
制
丘
作
の
侵
害
物
hm
の
穂
村
へ
の
輸
人
お
よ
び
愉
人
後
内
政
先
行
為
、
そ
し
亡
、
特
利
か
ら
の
輪
山
，
凶
の
製
取
や
J
M札

に
一
行
い
て
当
J
h
M

九
九
町
い
の
主
的
財
古
川
憶
の
ら
」
Z
物

佐
J
L
h

岱
戸
の
以
内
へ
供
給
す
と
れ
パ
け
は
指
針
刑
問
主
権
の
高
地
、
誕
の
涼
以
ト
ら
よ
γ
叫ん
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る

リ
dJ
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当
「
両
日
外
岡
の
知
的
U
W
H
J仲
札
ー
に
対
応
す
る
時
間
の
知
的
財
芹
怪
が
な
い
山
崎
九
円
に
は
、

唾
川
川
で
の
外
門
の
知
I
U
U
W山
芹
地
中
の
利
回
行
為

に
j

一叶U

げ
主
す
る
人
J

め、

指…
1
対
rd
恭
一
行
為
の
粒
川
に
含
ま
れ
な
い
だ
？

t
Lか
し
、

蛇
ヨ
の
rwu川
先
可

へ刊一川ヨ）

の
知
的
川
出
産
権
内
問
問

害
物
品
三
崎
山
ノ
f
為
キ
一
抑
汁
す
る

公
汁
士
川
わ
い
対
秩
日
引
の
位

υ
f
ぃ、ぺ

の
じ
的
に
ム
円
ー
は
す
る
♂

M
ソ
勺
え

L

り
れ
る

は

た
め
、
外
川
川
の
知
的
訪
一
t
z
F
の
じ
同
日
古
物
哨
の
持
田
ム
mv
ら
の
崎
山
刊
行
為
は
同
叶
円
内
規
サ
対
山
本
行
為
内
記
叫
一
一
じ
ん
け
ま
れ
る
と
解
j
る
こ
と

が
で
き
ゐ
と
与
え
ら
れ
γ
句
長
田
幻
滅
詰
て
は
、
れ
山
田
の
b
t
J
U
M
M
F権
の
浸
古
物
品
を
J
1
d
d
h’M
だ
け
で
は
な
く
、
信
一
一
円
＼
斡
山
」
一
一
ヲ
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る
行
品
f

た
と
え
ば
、
米
包
の
り
一
汗
維
の
侵
4

M

物
品
を
題
一
判
で
梨
ほ
し
、

日
本
へ
輸
出
す
る
行
為

J

も
規
引
対
象
と
鮮
tF
べ
き
で
あ
る

と
の
見
解
も
あ
る

十
円
の
見
解
は
湿
度
な
外

h
の
主
的
別
計
f

権
の
h

犯
す
三
、
あ
り
、

か
え
っ
て
公
正
な
貿
易
秩
バ
を
存
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
と

R
わ
れ
之
一
、
上
七
一
一
＼
同
叫
門
で
の
外
国
の
知
的
財
重
権
的
似
設
に
ほ
h

U

7

公
判
引
制
対
集
わ
為
は
地
出
行
為
に
以
i
X
3
れ
る
も
の

と
同
町
三
、
れ
る

人
」

l
士
三
「
弘
、

ノ；

J
i

υ本
的
同
一
同
財
必
枠
の
校
百
将
門
川
を
幹
一
円
で
製
造
し
、

川
本
へ
愉
川
す
る
行
為
が
考
え
ら
れ
る

第
f
H
節

htJE 

r
j
 

い
M
l
一ホリノ戸、
H
h
の
収
際
規
制
で
は
、
公
正
予
貿
易
秩
U

げ
の
唯
μ
／
一
い
へ
定
一
り
明
峨
名
川
は
じ
い
山
川
の

F
、
特
記
川
権
を
始
め
y
す
る
知

崎
山
市
の
山
政
治
お
よ
び
川
崎
人
後
ハ
一
般
刊
訂
μ
旬、

そ
て
海
外
か
ら
知
的
取
芹
也
の
μ
R
J
H
物
品

的
討
す
汁
迭
の
侵
セ
物
品
の
輪
出
一
人
行
為
、

や
国
内
へ
供
給
す
る
し
為
が
脱
税
の
汁
象
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
秘
権
調
査
珂
U
欧
州
判
度
や
秘
権
詞
U
4
1

収
集
消
度
、
判
定
措
置
制
度
、

そ
し
ご
戸
批
判
疋
物
1
1伴
一
ぷ
刈
時
一
が
ぶ
け
ら
れ
て
い
る

U

｝
れ
ら
の
司
吃
設
引
か
ら
、
円
叶
（
の
水
際
税
制
は
知
怜
一
潟
丘
権
乃
伝
言
物
斗

が
流
過
す
る
前
の
政
府
に
お
い
て

あ
る
い
は
浸
古
物
品
の
流
人
が
あ
っ
た
お
台
に
は

そ
の
二
次
的
な
被
害
事
一
仏

dr刀
法
ご
し
て

有
効
じ
あ
る
と
思
わ
れ
る

ui小
の
水
際
現
社
マ
は
、
川
恥
財
川
内
枠
の
ロ
円
以
缶
約
町
の
山
由
布
場
＼
の
仰
川
次
を
悶
止
一
7
る
こ
と
で
主
成
さ
れ
る
い
内
の
む
治

ー、
f
／人
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対
ノ
ム
叩
の
維
汗
十
河
際
的
な
貿
易
秩
与
の

主
査
は
呉
九
ふ
る
も
の
の
、

n
n
i
工
の
水
際
規
制
の
ド
ロ
的
は

目
的
こ
さ
れ
て
い
る

｝
ハ
叶
乃
の
に
一
際
荒
川
引
の
い
い
I
U
Y一

勺
あ
る
と
出
わ
れ
る
じ
そ
こ
で
は
、
州
ハ
ベ
（
の
水
際
堤
剥
と
司
一
掃
に
、
特
許
也
会
的
め
と
す
る

で戸、、
問

知
山
刊
リ
九
時
壊
が
保
護
対
訣
権
利

L
Pれ
J

し
お
り
、
ま
た
、
初
役
i
戦
権
に
よ
る
水
際
呪
判
の
「
絞
り
開
始
川
、
一
J
郊
の
収
集
も
一
コ
“
旅
で
あ

3

2

〉
）
、

z
v
E
3
d
 

そ
し
て
、
脱
却
対
象
行
為
は
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f
U
7一
八
年
）
八
一
一
民
宰

mt

一
『
山
、
一
二
バ
の
ホ
ャ
ム
ベ
ジ
ド
八
九
一
閃
さ
れ
と
不
八
ム
ド
貿
易
行
為
に
該
y
」
さ
J
ハ
に
じ
六
円
（
ハ
＼
（
一
年
か
l

J

C

一
年
ま
f
の三ノ

ん
ノ
）
の
内
［
れ
を
み
る
と
、
原
産
地
ユ
一
小
の
主
反
行
局
が
六
引
、
輸
川
一
人
礼
拝
伺
干
の
宰
反
一
円
九
州
ポ
i

ハ
ー
ハ
判
、
知
釣
引
庄
権
の
一
恒
日
正
一
汁
ぬ
が
四
七

代
／
内
u
h
L
一
J
て
、
お
許
権
の
侵
害
カ
一
川
口
件
、

γ、
市
新
京
権
の
佼
宝
が
一
刊
、
組
柑
特
の
伝
K
M
J
九
（
科
、
フ
w
T
／
シ
枠
の
侭
主
が
刊
、

苦
判
権
山
口
hfLTリ
一
千
、
そ
の
他
知
的
財
産
献
の
足
直
が
回
円
、

E
J
d
F
ω

ヘ
日
出
場
長
ロ
γ九
九
ム
、
九
五
日
一
行
川
議
決
治
一
～
、
九
H
h
J

し

へ
い
む
ノ
ウ
ル
行
政
以
内
一
明
刊
主
ハ
い
ハ
七
伝
一
札
口
け
一
川

H
tぃ
舎
：
ヘ
ソ
七
グ
ヘ
E

八
一
ー
で
も
司
様
の
柏
町
旨
子
述
べ
ら
札
γ
に
い
る
、

ヘM
J
p
h
宅
被
宝
h

叫
、
説
法
で
は
、
ヌ
去
の
長
円
一
は
、
－
J
2
3初
一
以
民
ハ
ヘ
止
金
経
営
会
ー
で
J

間
一
弘
ま
た
は
知
山
川
へ
い
た
昨
の
什
野

r
r〕ノ丁以

pr

事
し
た
拝
犀
を

R
F
O者
、
治
二

JVよ
れ
ん
円
け
山
拾
一
設
の
一
吊
J
M
仏
」
に
お
い
九
日
油
、
了
れ
礼
治
…
円
J

経
在
学
ま
」
人
止
打
攻
、
，
J

奇
心
収
L
L
f

者
P
、
同
条
の

ω

一
枚
」
や
公
註
さ
れ
た
附
有
機
慌
で
民
救
叫
虫
丸
と
ま
た
は
そ
れ
に
桐
当
す
る
職
t

つ白
f
u
l従
事
し
た
在
、

T
司
事

E

一枚

享
ま
た
は
弁
説
i
の
械
に
ハ

4
以
従
事
〕
た
辺
、
宝
山
持
政
宗
貿
易
民
間
（
ま
た
は
間
科
行
政
の
サ
野
ヰ
り
品
川
比
ヘ
九
九
持
1
一H
H
L
属
す
L
公

持
貝
の
結
に
従
事
〆
た
者
、
の
判
札
か
の
つ
に
凶
当

r
る
者
三
あ
る
、
レ

U
A
さ
れ
て
い
る
一
正
装
慨
害
～
此
寸
前
法
治
九
主
）
し

（山

2
2
r
事
務
同
・
ム
サ
指
一
正
（
F

～
（
じ
よ
円
ハ
ト
あ
b
T
h

一
則
的
財
芹
↓
権
保
誌
の
h

バ
寸
法
制
刈
院
い
よ
ゐ
比
一
紅
」
ヴ
は
、
宍
寸
（
の
V

い
い
バ
ま
で
の
一
的

安
叩
山
間
は
平
均
九
九
ケ
川
凡
〈
点
る
に
花
載
さ
れ
て
い
の

一
町
、
韓

E
の同情
4

口
訴
訟
を
叫
す
る
地
方
氏
K
む
の

h
出
畑
出
権
時
橋
氏
｛
主
主
ず
刊
の
η

リ
パ
吋
寄
坪
蚊
倒
的
立
ノ
々
は
p
f

山H
一3
れ
て
し
な
い
「
三
だ
、

せ
（
一
〔
一
一
V

ニ
与
七
月

七
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凶
木
知
的
日
目
珪
委
員
会
一
知
的
財
産
社
紛
争
解
決
以
段
先
住
化
特
別
守
引
委
員
去
市
此
・
活

4
計
間
三
世
）
」
（
一
心
汁
一
汁
一
一
一
一

μ〉

H
P
は
、
地
方
出
攻
一
で
今
叫
的
財
産
官
に
有
司
る
一
松
告
訴
訟
は
八
刈
円
～
一
ハ
一
（

ι）
で
あ
り
、
そ
の
山
、
ゾ
ヲ
ル
円
同
区
ぺ
が

γ

円
ヘ
一
八
一
話
、

J
V
M
刊一則
1

J

て
い
る
ト
y

述
べ
ら
れ
て
お
っ
、

J
Z
之
、
当
バ
法
陀
で
の

L
A帯
m別
問
仁
っ
き
、
特
司
下
公
判
院
「
法
竹
山
町
税
対
栄
発

表
書
川
河
川
忠
』
（
審
判
政
院
説
、
一
パ
ハ
ト
パ
ヘ
年
、

k
t
u円
、
り
川
〕
円
与
し
止
、
一
七
ハ
ゲ
H
け
で
め
ゐ

c
d川
り
さ
れ
て
い

Q
J

（m
h斗
」
貿
易
J
t
h
h
H
九

円

。

。

五

午

司

二

H
議
法
第
灯
、
ひ
九
ハ
ノ
一
サ
し
『
ゾ
ブ
ン
デ
瓶
事
件

U

山
山
一
位
品
交
己
、
会
り
ひ
有
心
月
一

U
H議
決
議

ur－－
A

〈
ソ
サ
－
ykfツが｝日ノ山中
J

作
一

へ
出
）
宗
ノ
ポ
ァ
事
門
，
目
指
川
一
月
一
」

主
不
公
主
賀
県
／
行
J
hは
梓
判
告
の
告
訴
が
な
く
て
も
処
剖
か
可
能
な
非
知
一
古
非
て
あ
る
（
戸
、
の
～
～
1
Y

一
は
、
間
際
惟
の
侵
ヰ
一
乞
除
く
科
知
的
財

正
梓
の
日
吐
き
が
親
中
口
罪
て
占
／
ご
」
と
釘
出
的
C
L釘
る
〆
れ
と
え
ば
、
特
司
法
詰
ド
九
条
第
喧
下
〉
ま
た
、
知
的
財
産
法
主

U
外
的
弔

却
が
訴
事
γ

山
市
誌
を
と
U

J

ム
ヰ
d

川
哲
夫
と
〆
亡
、
げ
一
弘
一
九
人
間
［
（
人
民
一
ハ
ニ
ハ
ゾ
什
i

八
月
一
五
日
議
決
め
一
心
（
J
T

一
九
日

J

ル
イ
f
ト
／
手
門
品
、
貿

易
委
詰
会
一
心
一
行
年
八
月
五
日
議
決
弘
一
心
一
つ
つ

5

ミ
チ
コ
ロ
ノ

k

ン
手
件
』
が
あ
る
、

ヘ
忠
一
主
判
刊
「
知
識
肘
萩
一
凶
作
の
門
医
市
町
小
公
が
し
支
umAト
お
の
調
企
制
定
的
民
況
お
よ
び
対
応
I
山玄－

17Z淀
川
溶
第
二
一
サ
ヘ
一
つ
つ
九
年

月
）
へ
九
員
、
羅
強
引
、
、
一
岡
、
何
士
、
円
不
社
中
安
同
一
世
阿
寸
品
川
的
財
一
止
山
林
口
ご
ー
の
W
U
H
比
済
問
直
掛
｛
止
の
川
川
百
」

d
h思
救
法
治
一
九
円
コ

（
一
づ
一
〈
〕
八
年
一
円
、
〆
J
T
F」
寺
田

へ
お
い
叫
み
な
貨
店
委
い
H
会
小
ヤ
ブ
刊
現
行
為
誠
心
1

お
よ
ひ
産
業
被
害
救
文
円
ト
均
す
る
ば
伊
丹
部
岐
じ
法
律
案
の
検
討
報
l
斗
門
』
（

LTL資
源

委
員
会
、
一
コ
ロ
七
年
一
八
百
以
下
山
合
出

k

（
ゴ
一
流
鉾
4γ
他

川

山
M
M
m
H
R
宝
物
品
店
だ
す
る
だ
物
的
戦
人
排
除
ム
ピ
τ
的
導
入
法
茶
山
川
光
F

（
交
思
否
、
貝
ム
ー
一
日
一

0
7ヘ
年
、
ー
リ
一
七
頁
以
h

J

吉
山

戸
内
山
一
円

E
コ小川口

2dづ
き
】
認
知
的
別
産
砕
作
一
校
守
羽
孟
心
持
す
る
漁
合
改
善
店
主
い
い
閉
す
｛
小

γJ
封
対
一
以
荷
山
ニ
ヘ

Z
（
ハ
一
円
）
七
立

／－
F
二
一
一
人
瓦
で
は
、
不
特
定
多
数
の
行
為
お
と
す
る
侵
井
物
品
の
取
引
の
制
誌
は
米
同
E

へ
に
可
〆
て
は
j

わ
札
プ
ム
一
川
ら
ず
、
外
判
人
に
刻

し
て
の
み
行
わ
れ
九
似
た
め
、
お
一
夜
制
件
仙
の
ハ
込
用
は

i
E－w
y
協
定
の
内
国
民
待
遇
的
同
小
川
叫
に
反
す
る
懸
念
が
あ
る
と
述
べ
り
れ
1
1
Q

ヘ
山
門
－
EHwm
吋

fzwruw
他

知

的

防

ra悼
の
包
害
物
品
川
｛
J

の
汗
官
制
度
の
神
人
お
よ
び
辺
川
力
一
院
す
る
拾
い

E

N
易
投
滑
川
町
示
問
勺
（
一

fu

ハ
一
九
年
リ
バ
一
八
八
、
円
、
で
は
、
何
一
柿
短
打
物
寸
H

こ
わ
せ
但
HA
に
は
、
北
判
仙
台
特
山
1

こ
日
刊
の
い
別
コ
十
だ
け
で
は
な
く
、
知
似
の
物
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門
川
も
台
ま
れ
る
と
性
べ
、
そ
の
判
断
の
〆
J

い
同
事
攻
と
し
て
、
ゲ
物
品
の
物
mh一
的
知
恨
咋
、

2
世
界
内
ト
5
1
d物
凶
か
お
税
2

バ
諒
上
岡
て
一
J

あ
る

か
ぎ
か
、
パ
シ
～
消
山
口
苛
が
市
場
刊
で
μ

設
物
心
之
一
市
川
栄
治
ト
父
柿
一
昨
危
な
物
げ
れ
と
し
じ
扱
っ
て
い
る
し
か
ぞ
ノ
か
、
一
川
、
最
終
凶
設
が
同
一
で
あ
る
か

台
3
、
が
羊
げ
ム
れ
↑
＼
い
る
－
ま
J
J

、
訓
今
川
川
家
功
山
が
「
叶
叫
に
持
組
の
物
r
川
℃
あ
ゐ
か
否
か
が
山
わ
れ
ず
中

1Lv
レ
ご
、
宮
司
委
口
主

心
。
午
l
七
月
一
川
三
一

A
H
h
一
心
（
り
｜
一
仁
川
v

約
半
ラ
サ
人
事
刊
」
が
あ
乙

（
お
」
「
誌
と
仮
名
救
清
川
市
廿
他
行
令
で
は
、
羽
j
f
対
象
物
f

山1
刀
流
？
バ
ル
化
物
J
T
t
kド

C
A
m
p
少
か
大
い
か
の
か
ず
断
一
っ
き
、
司
製
品
一
お
お
よ
び
製
品
識
”
に

行
口
す
が
何
一
で
あ
る
混
合
、

2
製
造
内
お
よ
び
任
状
白
域
抱
川
津
れ
J

史
U
4川
か
同
一
で
あ
る
場
合
、
何
そ
の
也
羽
刊
に
判
川
一
寸
寸
ζ

異
な
ら

物
r
川
で
あ
る
ご
と
ふ
一
見
す
る
た
め
に
製
注
者
の
名
義
ま
た
h

ゅ
ト
同
V
J
安
定
出
ん
し
た
物
μ
山
午
ー
で
あ
斗
、
刊
パ
哲
人
久
寸
f

メムド？川河
J

物
品
川
ー
ー
で
あ
る
と
認

め
る
場
合
、
の
何
れ
か
し
凶
虫
ょ
す
る
川
叫
ん
コ
で
あ
る
と
規
定
ミ
れ
て
い
る
（
庄
内
業
桜
一
軍
改
日

μ
出
ノ
ケ
子
第
一
条
の
ご
。

（
〈
三
一
清
水
続
芸
私
司
法
第
凶
条
の
一
～
知
的
貯
産
仙
刊
の
4
7

－i物
品
川

d
n

り
確
認
－

一山一

W
は
お
一
九
人
民
会
が
い
ん

t
財
産
悼
の
侵
〕
門
物
ト

1
Jに
一
だ
す

J

心
不
公

ι官
民
／
汀
為
1

〆一刊

J
L
に
あ
r
一
、
さ
の
弘
前
引
庄
怪
の
沼
害
物
H

一位寸
ζ

洲い

稲
山
知
以
外
物
品
位
寸
に
対
、
品
咽
一
条
第
羽
誌
一

υの
不
去
札
口
vm一
行
為
を
ね
い
ね
h
J

一t
p
Q
m明
人
口
や
ぞ
円
行
九
一
が
あ
る
〉
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

何
人
も
ト
八
絞
沼
ム
で
！
と
め
る
ト
y

こ
ろ
に
よ
り
、
貿
易
長
員
主
仁
V
1
h
G刊
い
川
等
が
知
川
町
産
ほ
の
慢
ギ
初
品
川
寸
に
該
当
す
る
少
汗
か
仁
っ
き
行

討
を
中
日
す
る
ご
と
が
で
き
る

J

ぞ
一
出
場
長
ロ
仁
た
は
常
現
の
ノ
れ
お
の
い
民
い
が
あ
れ
か
っ
～
れ
右
任
芯
J
q
7
v
Z
安
崎
が
あ
わ
れ
ば
、
以
窄
了
砕
訟
す
yu
こ
；
か
ご
主
る

工
、
主
一
は
山
首
略

三
一
旬
以
勿
妥
R
Kが
市
浪
お
よ
び
第
一
ー
に
よ
一
J

て
、
知
的
財
産
梓
山
伝
子
「
均
品
等
で
あ
る
と

j

仔

d
t
れ
ず

h
J川
は
め
九
条
に
よ
円
、
市
凶

条
品
一
環
事
一
」
づ
い
法
当
」
一
切
る
川
公
止
む
H
F
l
u付
と
円
以
乙
汽
れ
人
で
い
j

れれ川ト
y
J
A
2
ω

（
刊
以
」
行
政
淳
一
司
は
は
～
心
一
が
あ
ゐ

P

一
と
を
切
一
r

ピ

H
か
い
り
九
〈
川
丸
山
一
か
ま
九
／
は
処
分
が
あ
へ
と
口
か
り
八
／
一
日
口
ー
一
｛
行
政
審
判
法
角
川
七

条
め
二
羽
お
ム
び
第
羽
）
、
そ
て
、
わ
政
一
九
訟
は
処
分
が
あ

Z
P
）
と
を
お
っ
た
日
ー
か
C
九
ハ
リ
江
川
｛
た
だ
し
れ
政
再
判
を
九
社
る
判
明
ム
は

は
故
山
主
の
巳
ー
木
m
v
A勺
E

J

f

一三は
J

丈
「
戸
か
ら
九
、
I
J

戸
以
内
、
’
h
政
訴
訟
法
市
二
八
）
条
川
端
唄
」
カ
三
九
二
日
比
八
刈
か
ー
あ
一
J

L

に
「
に
カ
ム
年
以
内

江
ん
ど
し
、
行
政
長
引
い
い
ワ
辞
フ
ω
叫
ん
司
立
設
け
山
が
一
あ
一

J

た一
H

小
λ

I

M
川山門、

f
u
政
品
五
日
市
〈
い
条
あ
点
～
に
市
＋
一
同
す
台
、
と
が
で
え
れ
コ

ヘ

J
J
F同
町
ロ

R
一2
2日
民
一
押
米
の
」
知
的
叫
民
主
梓
4

ソ
耳
川
の
国
弘
ね
右
目
岐
に
同
！
万
／
ν
比
較
7
0
祭
L

貿
易
救
済
活
一
一
号
（
一
つ
つ
九
年
川
ヨ

f

一

π、
で
店
、
ご
の
池
椛
守
的
活

ιの
た
め
の
出
超
一
戸
セ
容
は
尻
、
「
円
へ
の
巾
詩
お
よ
び
職
権
じ
よ
仏
り
産
業
被
〕
門
松
治
法
第
一
U
A人
（
是
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止
ぬ
喧
一
に
拡
じ
た
ル
ね
玖
ザ
判
叫
｛
が
適
切
で
あ
る
乙
述
べ
り
わ
ご
し
る
r

（川、

JJ544
旬、ョ吹
y
C
1
罰
的
討
珪
ほ
羽
市
、
白
川
見
措
山
一
に
問
符
寸
／
ω
研
究
司
枯
片
山

5

一
一
ハ
一
ハ
一
／
「
六
月
）
九
百
香
山
川

（「川
J

必
殺
彼
害
救
同
社
両
一
行
令
ど
は
、
暫
U
N
昨
日
の
申
請
じ
お
し
工

H
話
人
均
史
供
ず
ゐ
相
一
K
組
は
、
官
一
疋
怯
」
置
の
泊
戸
仁
の
期
間
中
に
憎
引
す

ゐ
も
の
と
J
J
認
さ
れ

O
H靖
ヘ
的
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引
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領
と
あ
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中
話
人
法
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約
の
助
川
を
し
な
f
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は
＆
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な
い
1
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さ
れ
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け
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行
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計
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円
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一
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古
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主
（
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口
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山
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b
れ
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で
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け
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立
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司
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よ
リ
、
中
小
先
長
引
初
川
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一
官
A
摂
怖
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ぶ
れ
た
M
W
台
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侵
害
の
ノ
M

保

1
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係
わ
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女
一
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J
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京
叫
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1
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u
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4
小
冊
宅
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れ
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能
な
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仏
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F

一
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畑
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川
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二
川
い
や
め
、
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ど
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山
聞
か
d
刈
整
F
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円
久
h
N
J
z
d

る
と
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べ
り
め
ど
い
メ
て

一
灯
、
山
門
小
企
伊
豆
市
ト
ム
ム
広
比
〆
U
〈

J
m
ニh
叫
ん
、
は
、

m
小
企
山
主
主
主
法
第
与
を
そ
け
、
内
ハ
ソ
企
業
一
の
該
当
事
ん
刊
が
者
荷
引
に
主
か
く
児
乏
が

れ
て
い
る
ο

んJ7／）
2
A
は
、
製
v
Z
業
の
川
明
白
川
山
市
時
的
い
な
青
の
山
政
M

r

o
ハ
一
包
来
品
で
あ
る
か
J
F
J
一
川
市
資
本
九
も
が
八
口
億
フ
オ
ツ
v
以
ー
で
あ
る
令

w
T
が
h
小’
R
9
K
と
な
f
u

一
た
が
ン
、
常
叫
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吋
V
むの
wwM
が

千
ι

一
以
「
で
あ
る
企
宅
、
九
百
定
の
設
討
が
五

T
捻
ウ
ォ
ン
以
ょ
の
I
U
R
ヘ
、
判
f

〕資

主
が
れ
古
川
μ
ウ
「
ユ
以
一
ム
川
り
心
ア
業
ち
は
除
外
さ
れ
る

j

へ
お
わ

2
r
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元
ダ

2
｝
一
泊
川
b
U
J

財
産
惜
の
法
門
ド
よ
る
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口
近
旧
安
】
川
肢
の
前
バ
」
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一
心
門
勺
（
一
、
〉
～
〉
I

日
ム
リ
ハ
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月
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一
一
五
了
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心
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込
用
山
市
山
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佐
等
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っ
く
m
K
B
口
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刊
日
仮
処
A
N
ζ

加
わ
似
す
る
川
町
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有
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；
ァ
？
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U
2

、
義
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均
三
院
が
当
該
仮
処
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す
る
陪
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＃
占
禁
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併
釈
を
ハ
で
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す
？
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す
る
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戸
峰
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暫
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仲
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刊
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＼

2
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似
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A
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刊
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沼
で
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と
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H
J
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手
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M
F
択
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た
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p
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＼
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介
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じ

｝
る
何
叶
F

し
の
陥
出
入
河
合
川
一
仙
の
山
町
一
誇
？
？
己
あ
土
石
市
川
諮
げ
へ
の
割
引
υ
」
古
は
ぽ
～
の
見
川
叶
」
乙
川
山

J

一一｝
7
Q

」
小
よ
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あ
る
一

戸
均
一
口
効
支
巴
会
ハ
ノ
一
〉
i

円
引
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日
r
品
決
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一
ロ
ソ
ヘ
川
円
勺
一
塩
政
ケ
ム
タ
ピ
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手
打
。

ヘ
机
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｝
礼
w
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代
抽
悦
工
寸
紋
惜
J
A
品
わ
凶
条
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描
ヤ
叩
ん
巾
勺
以
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～
抗
i
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次
の
」
凸
？
」
」
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州
門
れ
山
叩
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ω
ぺ一ド一↓作山
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仙川々
品～干》
r
輸
山
キ
ホ
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ヲ
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片
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イ
店
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川
町
一
一
ず
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切
っ
と
す
ぷ
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ま
f
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一
川
ル
川
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訳
さ
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ん
γ
一
不
J
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ハ
広
産
地
古
一
ゲ
付
し
な
か
J

一
た
岸
川
地
主
一
九
7
対
象
物
品

u
r肘
H
u－
－
を
偽
へ
一
て
去
六
五
三
口
士
一
嶋
一
二
、
～
一
五
一
ハ
J

三
一
物
主
体
J
ぷ
切
り
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日
輸
入
寸
る
行
為
f
1

一一
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一
｛
、
）
立
改
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一
｝

内
輪
山
マ
ヘ
梨
約
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ー
一
同
作
仁
悶
F
L
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て山引いて山川一内芥
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一
斉
プ
＼
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な
る
拘
仙
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輸
出
入
ま
た
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紛
争
の
発
パ
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通
ピ
、
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R
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の
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一
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指
ι均
三
、
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、
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弘
法
地
域
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の
い
川
山
山
ま
た
は
輸
入
い
ス
糾
J

つ
も
丈
、
っ
す
L
為

（
斗
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知
識
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済
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1

川
古
木
抜
辛
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法
的
改
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＋
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1
E
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粁
泊
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円
九
九
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、
つ
つ
つ
」
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貫
苦
悩
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｝
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門
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H
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措
F
は
一
品
外
洪
給
告
の
現
地
の
版
会
y
b
第
一
一
伺
＼
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阿
川
河
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い
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な
ノ
＼
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防
入
の
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設
さ
れ
る
も
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あ
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却
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叶
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起
－
」
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す
れ
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紳
M
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打
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叱
け
7
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内
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抗
凶
ワ
寸
勺
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＼
リ
一
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リ
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百
「
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外
に
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間
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的
知
山
財

正
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侵
害
す
る
物
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生
J
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刊
給
す
る

h
吉
一
は
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内
で
の

4
7
hれ
為
v
L

川
叫
ん
犯
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に
あ
る
川
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川
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が
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い
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博
外
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め
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的
財
産
相
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戸
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す
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犯
一
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一
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切
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刊
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U
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述
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て
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（刊
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、
ノ
小
一
円
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r
品
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京
イ
｛
ン
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田
辛
料
s

：
ほ
海
外
に
お
い
て
本
刊
特
許
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に
の
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川
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物
山
（
詞
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対
訟
羽
山
を
出
内
へ
供
ρ
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ω
被
時
品
人
一
の
が
J
A
（
特
許
主
治
一
じ
条
市
一
虫
、
じ
本
の
時

許
法
第
一
、
ノ
一
々
来
事
m
円「、
1

一
何
回
仰
の
没
pt〕
と
、
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の
詞
存
対
象
物
品
を
愉
八
し
凶
丙
で
版
冗
ナ
ヲ
心
院
中
点
ー
へ
一
的
行
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〈
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戸
在
一
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忠
行
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す
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司
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仁
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一
司
渋
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一
一
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為
ポ
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部
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的
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一
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｜
｜
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〈
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什
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財
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叶
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財
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叫
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叶
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叫
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／
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検
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、
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（
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叩
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叫
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＼
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＼
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リ
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判
L
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（
日
出
）
八
、
川
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老
川

（
吋
」
「
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と
仮
名
松
宮
叫
べ
止
は
弘
明
仁
ハ

h
凶
ム
古
川
引
！
し
次
木
会
主
〈
つ
つ
年
う
九

H
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で
修
γ
I
E

可
決
さ
れ
丈
一
幹
凶
目
会
の
議
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茶
、
ノ
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テ
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手
持
召
＼
己
T
Z
｝
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ヨ
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q
＼
主
て
］
J
t
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2
コ
℃
〉
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問
点
止
l
小

G
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叶
夫
被
I

門
故
叫
同
店
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制
℃
ハ
バ
温
存
検
出
報
告
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お
レ

亡
、
「
朱
約
一
の
解
釈
が
ヘ
i
一
の
場
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で
あ
る
こ
と
守
政
明
す
る
資
料
診
一
日
川
v

一
タ
ご
と
が
で
き
な
か
）
九
人
。

山

F
T
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悶
説
的
総
時
以
穴
ー
に
、
サ
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ス
お
よ
む
投
口
同
由
化
ま
「
包
ド
目
す
る
こ
と
が
一
和
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あ
る
士
、
ぞ
れ
ら
以
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財
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柱
、

u
b
i
－
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投
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、
貿
易
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範
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＼
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司
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－
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仁
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仁
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さ
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史
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叶
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司
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↓
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台
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さ
れ
る
か
が
論
ド
と
し
て
考
バ
h

れ
る
〈
こ
｝
こ
は
、
町
内
吋
《
し
の
沢
一
応
規
制
会
忠
人
間
前
刊
日
ゅ
の
院
決
と
み
む
か
、
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る
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町
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一
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／
－
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か
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の
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の
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円
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亡
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川
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川
レ
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一
一
八
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併
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的
議
事
山
色
ワ
丸
山
川
、
前
山
山
人
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じ
い
い
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づ
く
外
同
の
則
的
財
岩
慌
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民
主
物
品
内
輪
出
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の
わ
小
川
町
規
判
に
コ
一
三
一
、
外
国
法
九
L
準
惚
出
戸

L
t口
M
L七
、
し
め
る
か
ア
、
い
か
ヰ
一

日
川
J
9
2
ご
と
の
は
市
附
刊
の
一
昔
、
す
一
？
d

了
に

日
一
名
主

h
地
刊
V
九

守

口

ん

H
V
成
へ
牛
｛
リ
＼

R
U五ハ
U
u
三
三
門
川
蛤
償
寸
LL山中J
作
、
府
牒
和
久
二
一
向
税
十
円
鮮
品
一
一
、
知
的

片
産
便
害
物
品
取
悩
条
攻

2
2
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マ
ン
；
h

一
三
ホ
バ
刈
「
勺
ヘ
ペ
一
一
＼
ノ
合
一
月
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叫
］
口
、
抗
的
対
比
情
報
十
一
ン
タ

1
1知
的
財
産

侵
引
一
功
品
の
心
小
際
取
松
制
定
の
所
社
H

T
」
本
間
託
協
土
、
一
つ
口
九
午
、
リ
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が
き
与
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叫

（
認
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ぃ
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以
内
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嶋
中
久
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削
掲
引
（
立
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一
民
、
一
一
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一
以

R
巻
目
、
ま
と
、
時
権
よ
る
ぷ
焼
却
引
に
闘
す
る
パ
刀
析
f

一
ー
し
て
、
－
V
呼
出
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税
日
記
の
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μ
仁
よ
る
記
合
財
産
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町
に
吋
す
と
パ
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刷
、
り
」
注
射
菅
注
持
六
在

in
－－
u
h
J

へ

コ

午

一

じ

じ

頁

以

F
が
あ
る
円

（
mmJ
知
的
川
産
情
松
、
一
二
J

h
ツ

i

前
弘
主
「
一
町
一
丘
到
、
対
鋭
利
々
へ
関
税
店
内
刑
仙
〆
ご
知
出
財
産
一
恒
有
物

ι取
締

走

羽

一

三
主
（
ジ
ー
ー
す
ル
川
市
一
九
立
」
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ヘ
ヘ
f
J
O
r
t
同
月
）
一
九
頁
主
同
町

｛
山
淳
一
計
怖
、
卒
、
山
荷
誕
棒
ま
J
7
は
ヰ
一
山
也
権
に
か
か
る
認
己
イ
下
続
d

主）い

f
はん
γ
1
4

流
先
日
引
の
怯
利
封
凶

γ
れ
バ
ヰ
け
対
立
志
位
の
均
似
の
詑
同
か
争
点
1
一

心
よ
v
等
税
関
ど
け
で
仲
六
の
訟
た
が
い
野
）
い
よ
ベ
ム
川
、
税
一
出
反
は
持
下
一
戸
長

E
等
ヘ
円
ハ
見
を
聴
く
？
こ
が
了
き
7

v

y

も
に
（
円
十
弘
山
一
山
山
町
山
村
山
川

六
九
条
の
七
お
よ
び
司
久
八
丹
七
、
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哨
出
一
人
芥
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の
山
v
i
mり
陪
に
明
ら
か
で
な
7
F
た
争
点
拡
J

に
よ
り
円
ほ
し
斗
い
の
却
化
が
雅
v
v
／
＼
か
っ
一
庁
、
川

対
象
レ
な
令
明
広
が
非
便
宜
や
昨
利
保
効
内
日
ム
ノ
ー
の
悦
成

r

M
却
ポ
山
川
で
ら
る
場
～
川
市
2

川
委
ー
目
的
寄
与
氾
を
恥
く
こ
と
が
で
き
ゐ
ヘ
け
条

の
九
お
よ
び
判
条
の
力
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一
ッ
、
百
涼
権
ヤ
著
作
怖
に
か
か
ろ
認
定
千
杭
い
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い
て
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日
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i
外
＼
の
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出
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山
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空
が
＝
一
叫

け
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心
り

F
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輸
出
入
告
が

U
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の
物
品
一
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係
わ
ん
公
慢
汽
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辻
定
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l
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争
、
ユ
ロ
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t
小
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場
合
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限
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税
慣
行
一
A
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日
ヌ
ー
司
副
市
川
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釈
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一
収
容
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一
生
刊
即
効
の
抗
弁
守
の
苧
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に
つ
き
早
川
委
員
均
五
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i
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く
こ
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五
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争
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仁
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一
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的
財
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日
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井
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山
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何
日
参
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円
山
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よ
ご
と
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向
前
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判
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お
、
↓
一
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山下目
J

一
川
、
前
寸
局
、
円
一
（
日
）
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取
り

l
げ
づ
ち
／
ょ
っ
fx
械
の
山
川
、
一
伝
的
封
岸
川
民
｛
古
引
の
貿
呂
管
理
に
一
決
す
る
附
完
全
一
位
一
円
三
成

八
年
二
月
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八
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什
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｜
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一
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↓
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迎
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